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安心 の 頼れ る 流 乗 具 同 行 の 旅 


エン ジフ トト ル 


七 ロ ジア / ー』 (Ne 


り // 


キリ シャ ・ ヨ ル タ ン ・ カ ター ル 


ド まり ニ m ン 
< - で N ヽ 
ve ーー デー K 


きす チ 


き 
いい ーー トバ トト ささ 、 


WP そ 、、 


他 に も お 得 な 商品 ご ど さ ざいます! 詳しく は コチ ラ ! 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 
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コー スラ イン ナッ プ 


| PR 有人 直行 便 
P3-4 エジプト エジプト 絶景 縦断 8 日 間 MS 往路 
P5-6 エジプト エジプト ハイ ライ ト 8 日 間 MS 往路 また は 復路 
P7 エジプト ・ ギ リ シ ャ ギリ シャ & エ ジ プ ト 2 ヶ国 周遊 8 日 間 、 MS 復 牙 
Pg-10 トル コ トル コ 感 動 絶景 9 日 間 | 、。 TK 符 
P12 ギリ シャ 大 満喫 ギリ シャ 7 日 間 | TK | ーー 
P14 ヨル ダン 大 満喫 ヨル ダン 6 日 間 | 羽田 | QR | ー 
P15 モロ ッ コ モロ ッ コ ハイ ライ ト 10 日 間 ' 区 。  - 
P16 モロ ッ コ 大 満喫 モロ ッ コ 8 日 間 | EY/EK ー 
P17 トル コ 大 満喫 トル コ 8 日 間 TK 和 
P17 エジプト トル コ エジプト & ト ルコ 8 日 間 。 TK 。 復路 
P18 エジプト ・ カ ター ル エジプト & ド ー ハ 7 日 間 回 還 。 qcR 招 
P18 モロ ッ コ ・ カ ター ル モロ ッ コ 必 ドーハ 10 日 間 QR 復路 


還 日 本 発着 国際 線 区 間 の 利用 航空 会 社 と な り ま す 。 
利用 航空 会 社 一 覧 この 他 に 、 現 地 国内 線 で 掲載 外 の 航空 会 社 を 使用 する 場合 が あり ます 。 
※ ご 利用 便 は コー ド シ ェ ア 便 (共同 運航 便 / 共 同 運送 便 ) と な る 場合 が あり ます 。 


放 : 飛行機 (同日 着 ) 器 : 飛 行 機 ( 機 中 泊 ) 
届 : バ ス 画 : 列 車 較 : 列 車 ( 車 中 泊 ) 
品 : 船 本 : オ プシ ョ ナル ツア ー 今 : 入 場 観光 


@TK (ター キッ シュ エア ライ ンズ ) @QR (カタ ー ル 航空) O: 下 車外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 
人 MIS (エジプト 航空 ) 。  。、、、 、 、 更 EY エ デ E 交 ohohobhbkobe 


@EK (エミ レー ツ 航 空 ) 


出発 ・ 到 着 時 間 の 日 程 表 の 時 間 帯 は ホテ ル の 出発 時 刻 で は な く 、 交通 機関 の 出発 時 刻 を | 日 本 各地 | お トク な 代金 で 国内 線 を 追加 し て 、 日 本 国内 各 都 市 か ら ご 
ら 表示 し て いま す 。 出発 ・ 到 着 の 時 間 帯 (午前 ・ 午 後 な ど ) は 、 ご 利用 いた だ 発着 参加 が 可能 で す ( 要 別 途 代金 )。 
めやす く 航空 便 や 交通 事情 、 現 地 諸事 情 等 に より 変更 と な る 場合 が あり ます の 
で 、 出 発 前 に お 渡し する 「 旅 行 日 程 表 ] に て ご 確認 くだ さい 。 並び 席 日 本 発着 の 国際 線 区 間 (エコ ノミ ー ク ラス ) は 並び 席 を ご 案 
I と 右 壮 ズ ンジ ま 、 会 
早朝 朝 午前 尽 午後 タ 刻 衣 深夜 内 。※ 有 料 で の アレ ンジ も 含み ます 。 


4:00 6:00 8:00 12:00 。 13:00 16:00 18:00 23:00 4:00 帰国 便 | 最終 滞在 都市 に て 帰国 便 延 長 の アレ ンジ を 承り ます ( 要 別 
延長 可能 | 途 代金 )。 


開陳 回 際 、 徒歩 鋭 光 が どの 程度 含ま れ て いる か を 3 段階 の 歩く 度数 で 表し て いま す 。 ホテ ル | 一 部 都市 に て ホテ ル の ラン クア ッ プ を 承り ます ( 要 別 途 代 
細 肝 (日 程 表 内 ) ※ 各 自 散 策 の 時 間 は 除き ます アレ ンジ | 金 )。 お 好み に 合わ せ た 滞在 を お 楽し みく だ さい 。 
中 4) … 一 日 の 徒歩 観光 時 間 が 2 時 間 未 満 航空 券 を お こい る ご 誘う 時 な ど に 
1 SE 、 ム | 航空 券 を お 持ち の 方 や 現地 に いる ご 友人 を 誘う 時 な ど に 
… 一 日 の 徒歩 観光 時 間 が 2 時 間 3 時 間 30 分 未満 現地 合流 | 生生 洛 和 を の み の 手配 も 可能 で す 。 


料 3] … 一 日 の 徒歩 観光 時 間 が 3 時 間 30 分 以上 


徒歩 観光 は で きる 限り 連続 で 歩き 続け る こと が な いよ う 休 憩 な ど を 適宜 入れ て 行程 を 組ん で お り ま す 。 ビジ ネス | 長い フラ イト を より 快適 に 、 充 実 し た サー ビス の ビジ ネス クラ 


し か し な が ら 、 歩 く 度 3 は 1 日 の 観光 に お いて 、 ほ ば ぼ 徒歩 観光 と な り ま すこ と を ご 認識 お 願い いた し ます 。 クラ ス | ス へ の 変更 を 承り ます (別途 代金 要 )。 


添乗 員 同 行 の 旅 の ポイ ント 


現地 の 情報 を 
発信 ! 
| ブロ グ 」 で 検索 ! 


HIS 安心 の ネッ トワ ー ク 
っ 9 ヶ国 11 1 部 員 150 雪 点 HIS 海 外 支 店 な が あな た の 旅 を し っ か り サ ポー ト 


旅行 業 最大 級 の 店 舗 数 に より 、 お 客 様 に 安心 ・ 安 全 に ご 旅行 を 楽し し を で いた だ く た め サポート し ます 。 


※2023 年 8 月 31 日 現在 (提携 販売 店 含む ) 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


今 な お 謎 を 残す 巨大 文明 の 遺構 に 計り し れ な い 悠 


ギザ の 3 大 ビラ ミッ ド と スフィンクス 


サッ カラ の 階段 ピラミッド 、 ダ ハシ ュー ル の 屈折 ピラ ミッ ド な ど を 経て 、 そ 
の 極み と し て 完成 され た 美しい ギザ の 3 大 ピラ ミッ ド 。 第 1 ピラ ミッ ド か 
ら ク フ 王 、 カ フラ ー 王 、 メ ンカ ウラ ウー 王 の も の で 、 そ の 内 部 も 必見 。 


ツタ ンカ ー メ ン 王 の お 墓 (イメ ー ジ ) 


久 の 歴 喝 を 感 


じ る 
_ 人 


王家 の 谷 


新 王 国 時 代 に 作ら れ た 岩窟 墓 。 60 
を 超え る お 墓 が 発見 され 、 黄 金 の マ 
スク が 発掘 され た ツタ ンカ ー メ ン 王 
の お 慕 も ここ に あり ます 。 


王妃 の 谷 
TO 2016 年 より 再 公 
アレ キサ ンド リア 久 
2 0 開 され た 王家 の 合議 
ギザ 信 近く 、 そ の 名 の 通り 
王妃 を は じ め 、 王 子 ・ 王 女 な ど 王 家 の 人 々 が 埋葬 され 
1 て いる 王妃 の 谷 。 中 で も 美しい 色彩 の 壁画 が 残る ラ 
ゝ ム セ ス 2 世 の 王 妃 ネ フェ ル タ リ の お 墓 が 有名 で す 。 
ルク ソー ル 東 旦 ナイ ル 川 


カル ナッ ク 神 殿 ゅ タッ ー ル ) 


現存 する エジプト の 神殿 の 中 で 最大 。 134 
本 の 巨大 な 石柱 が 立ち 並ぶ 大 列 柱 室 、 約 


ハト シェ プス ト 女 王 例祭 殿 


ルク ソー ル 西 岸 に ある 古代 エジプト 史上 初 の 女 
性 ファ ラオ 「 ハ トシ ェ プ スト 」 の 葬祭 殿 。 各階 に は 


と ち 並ぶ 大 玉 宮 、 約 な gs 礼拝 所 な どの 
20 胃 も の の ス 2 ンク 3 並ぶ 参道 な ど ⑱ コム オン ボ ほか 、 彼 女 の 
迫力 ある 見 どこ ろ も 多数 存在 。 壮大 な スケ 権 成 を 物語 る 
ー ル が 訪れ る 人 々 を 圧倒 し ます 。 シッ ン | 壁画 が 多数 
され て いま す 。 
ライ ト ア ッ プ (イメ ー ジ ) 50000 の 
ルク ソー ル 神 殿 
か つて は カル ナッ ク 神 殿 と ス イシ ス 神 殿 ヶ メッ 
ヽ 参道 で つなが 也 き 
0 条 イシ ズ 女 神 を 祀る 神殿 。 プトレマイオス 朝 時 代 に 建設 
本 RS あら され その 後 ロ ー マ 時 代 に わた り 増 築 が 行わ れ て きた 
の も の で す 。 アス ワン ハイ ダム の 建設 に より フィ ラ エ 島 


プ を 楽し め ま す 。 


アブ プン ン ベ ル 

建築 王 と 言わ れ た ラム セス 
2 世 の 傑作 。 高 さ 約 33m・ 
幅 38m の 大 スケ ー ル と 4 体 
の 巨像 が 圧巻 の 大 神殿 、 
王妃 の た め に 建造 され た 
小 神殿 へ ご 案内 し ます 。 
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瓶 の 中 に カラ フル な 砂 を つめ て 、 


砂 漠 の “サラ サラ の 砂 " 
か ら 加 工 さ れる 美しい 


。 か ら 現在 の ア ギ ル キア 島 に 移築 され まし た 。 


コパ オジ ボ 神 典 (イメ ー ジ ) 


ーー 


トマ ト ソー ス と 食材 を 者 | 
込み さら に オー ブン で 
焼い た 料理 。 


職人 さん が 器用 に 砂 で 絵 を か いて スパ イス な ど で 味 
くれ ます 。 付け を し 、 串 で 焼い 
EiepRouesosue Ei 、 骨 議 蘭 。 た 細長 い エ ジ プ ト 
し 00 ( ⑯ バビル ス 反 の 
ファ ラオ ( 王 ) の 名 を 模 っ た カル トゥ ー SSe2S こ a2 1 プ ト で よく 食べ られ 
DDS お 古代 エジプト の ヒエ ログ リフ 

シュ が プリ ント され た お 土産 は 種類 も や 評 画 、 像 な ど を 世界 最 古 て いま す 。 


豊富 。 ご 自身 の お 名 前 を ヒエ ログ リ 


フ で 印 し た チャ ー ム も 作成 で きま す 。 「” の 


の 紙 に 色彩 豊か に 描い た 
パピ ルス 紙 を 使っ た お 土産 。 


短い パス タ ま た は マ 
カロ ニ ・ ご 飯 ・ レ ンズ 
豆 に 揚げ た オニ オン 
と トマ ト ソ ー ス を 掛け 
た 国民 食 で す 。 


の 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


ーー・ 「 | イプ 呈 
カイ ロ -* 往 路 直 行 便利 用 計 224s 最新 の 旅行 代金 ・ 
催行 決定 日 は コチ ラ 


_ 委 エコ ノミ ー ク ラス 利用 議 ビ ジネス クラ ス 利 用 


の グッ ァ ー パ 
(レッ ) 


gy 
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& 
_ より 良く な っ て 再 登場 ! 
@ [王妃 の 谷 」 
本 。 っ つら 
_ ゆとり の 3 赴 泊 (4~6 日 目 
@2 日 目 : カ イロ で は 
[ラムセス ヒル トン ホテ ル 」 
7 て で 忠和 a、 0 、 
@ 1 日 目 : 
~ ーー 宿泊 する か ら こ そ で きる 
ネフ ェ ル タリ 正 妃 の 墓 ーy 目 を ! 
I 


1 


エジプト を 縦断 し 占 代 遺跡 稚 光 へ ご 案内 
他 ツ アー で は 行く こと の 少な い 「 王 妃 の ピラ ミッ ド 」 ( 注 2) 
「 王 妃 の 谷 ]」「 ハ ワー ドカ ー タ ー ハ ウス 」 な どこ だ わり の 観光 へ 


アブ シン ベル で は 「 ナ セル 湖 」、 カ イロ で は 
呈 講 川 「 ナ イル 川 」 の 見 える お 部 屋 に 宿泊 ! y 
アブ シン ベル セテ ィ ・ ア ブシ ン ベ ル ( 湖 が 見 える 部 屋 ) (2) 
ナセル 湖畔 に 建つ リゾ ー ト ホテ ル 。 湖 の 見 える お 部 屋 を ご 用 意 い た し ます 。 


ナセル 湖 ボ ー ト 遊覧 音 と 光 の ショ ー 
アブ シン ベル 大 & 小 神殿 を 同時 に 見 各地 に ある 同様 の ショ ー の 中 で も 一 
られ る の は 湖上 か ら の み ! ( 注 3) 番 好 評 で す 。 


/ を 旋 : 二 | カイ ロ ラム セス ヒル トン ホテ ル (ナイ ル 川 が 見 える お 部 屋 ) ( ま 2) 
が W ーー ナイ ル 川 の ほとり に 仲 む 当 社 基準 デラ ックス クラ ス ホ テ ル ・ ナ イル 川 の 見 える 
D ーー t 1 【 お 部 屋 に 宿泊 いた し ます 。 
Tb きま の 学 ー(We- ジ ) 


快適 な 5 つ 星 デラ ックス クル ー ズ 船 “ に 3 連 泊 ! 
※ エ ジ プ ト 政府 観光 省 格 付け 
お 部 屋 は 全 室 ナイ ル 川 に 面 し た 窓 & 
2 Ad 用 意 


クル ー ズ 船内 に て ヒエ ログ リフ や 地元 の 生活 な どの 「 ミ ニレ クチ ャ ー」 開 催 


ビュ ッ フ ェ の 多い クル ー ズ 船 の 中 、 ア ラ カ ル トメ ニュ ー や 気候 に よっ 
て は テラ ス で バー ベ キ ュー な ども ご 用 意 ! 

5 つ 星 の 中 で も ワン ラン ク 上 の クル ー ズ を お 楽し みく だ さい 。 

※ い ずれ も ドレ スコ ー ド は な く 、 カ ジュ アル に 楽し め ま す 。 

※ 現 地 事情 に より 、 船 内 イベ ント ・ 食 事 内 容 な ど が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


選べ る メニ ュー⑯) を 含む 18 回 の 食事 付 
ギザ の 3 大 ピラ ミッ ド & ス フィ ンク ス クフ王 ピラ ミッ ド に 入場 ! ( 注 2) 
カイ ロ 金 ル クソ ー ル 東岸 & 西 岸 人 アス ワン 移 エド フ ・ ホ ルス 神殿 ーー 


(※) 現地 で お 選び いた だ け ま す 。 
づ  ※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


詳細 は P1 参 照 | 還 | 
4 グ . 95 ヵ 7 


行 代金 : 大 人 お 1 人 様 /2・3 名 1 室 利 用 / エ コノ ミー クラ ス 利 用 ) 
NN チャ ー ジ の お 支払 い が 別 途 必 要 で す . 
※ 国 内 空港 施設 使用 料 ・ 空 港 保安 料 ・ 海 外 空港 諸税 ・ ビ ザ 代 ・ チ ッ プ が 別途 必要 と 
な り ま す 。 燃油 サー チャ ー ジ (目安 ):49,600 円 (2023 年 9 月 6 日 現在 )。 な ぉ 、 今 後 変 
更 さ れる 場合 が あり ます 。 


帆船 ファ ルー カ 
(イメ タージ ) 


成田 語 カ イロ の 直行 便 は フル フラ ッ ト に な る シー ト 
で 快適 な 空 の 旅 を お 楽し みく だ さい 。 
DATA 
! エコ ノミ ー ク ラス ! ビジ ネス クラ ス 
リク ライ ニン グ ! 約 120" 只 フル フラ ッ ト 
シー トピ ビッチ  ! 約 86cm 噂 約 198cm 
シー ト 幅 ! 。 約 46cm 中 約 51cm 


※ ツ アー で は エコ ノミ ー ク ラス の お 客 様 と 
混 乗 と な り 、 ホ テル な どの ツア ー 内 容 も 
すべ て 同一 の も の と な り ま す 。 

※ 機 材 : シ ー ト は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


ハネ ムー ン 特 典 


支 お 2 人 の 名 前 を ヒエ ログ リフ 
(象形 文字 ) で 刻ん だ 
銀製 の カル トゥ ーシュ ベン タダ ント 
トッ プ を ペア で プレ ゼン ト 
支 ホ テル 、 ク ルー ズ 船 で は ダブ ル ベ ッ ド の 
ご 希望 を 承り ます (ご 希望 の 方 の み ) 


※ 特 典 内 容 は 現地 事情 に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
※ 上 記 特 典 を ご 希望 の 際 は 必ず ご 予約 時 に 担当 まで お 申し 出 く だ さい 。 


田 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : エ ジ プ ト 航空 園 食事 (機内 食 除く ): 朝 6、 昼 6、 タ 6 
田 添 乗員: 同行 田 最 少 催 行人 数 :10 名 

ラム セス ヒル トン ホテ ル (カイ ロ /A ク ラス ) 、 セ ティ (アブ シン ベル /A ク ラス ) 、 コ ン 
チェ ルト 等 (5 つ 星 クル ー ズ 船 ) 


商品 コー ド : エコ ノミ ー ク ラス 利用 /TI-LCE1002 
ビジ ネス クラ ス 利 用 /TLLCE1002-C 


人 @: 入場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 


1 成田 (21.30) 先 5 人 客 、 カ イ ロ へ 機 申 泊 | | 


カイ ロ (04:30) 着 着 後 、 還 ギザ へ 

午前 ( 約 3 時 間 ) 

2023 年 オー プン 予定 便 大 エジプト 博物 館 ( 注 1) 
世界 遺産 


午後 ギザ の ピラ ミッ ド & ス フィ ンク ス 観 光 (Qi) 呈 > 1 間 2 
( 注 2) In 

| @ ク フ 王 の ピラ ミッ ド 、@ 王 妃 の ビラ ミッ ド 、 〇 スフィンクス 、 狗 関 と | ク 
〇 ピラ ミッ ド パ ノ ラマ ボイン ト へ う 還 

ピラ ミッ ド が 見 える レス トラ ン に て 昼食 タレ 

途中 、 エ ジ プ ト 名 産 パ ピル ス 店 へ 立ち 寄り ます 。 1 


骨 界 遺産 訪 放 抽 計 誠 装 ( 約 1 時 間 ) 


〇 ハン ハリ ー リ バザー ル カイ ロ 泊 
早朝 | 記 空 港 へ 
空路 アス ワン へ 


午前 | 着 後 、 員 アブ シン ベル へ (280km/ 約 3 時 間 30 分 ) 

現地 で 選べ る ! りあ ター の 

3 EE 当 アブ シン ベル 大 神殿 ・ 小 神殿 観光 (Gi 
ボー ト で ナセル 湖 遊 覧 ( 注 3) へ ご 案内 。 湖上 か ら 臨 む 2 つ 
の 神殿 を お 楽し みく だ さい 。 その 後 、 入 場 観 光 へ 。 

夜 | アブ シン ベル 音 と 光 の ショ ー を 観賞 

アブ シン ベル 泊 


ANS 芝 
NAS 湯 下 店 帰 寺 テ 
で 


早朝 ホ 

4 ETDPRELDGI デ マッ ル 
午前 | 員 アス ワン へ (280km/ 約 3 時 間 30 分 ) に 
品 クル ー ズ 船 に 乗船 クル ー ズ 毅 中 泊 較 て 


ボー ト に 乗っ て 神殿 の ある フィ ラ エ 島 へ 
午前 | 回 時 3 軒 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
民 界 遺 葉 @ イ シス 神殿 、 〇 ハイ ダム を 観光 
途中 、 名 産品 香水 瓶 店 へ ご 案内 し ます 。 
は 午後 | コム オン ボ ヘ へ 
| コム オン ボ 神 殿 観光 【6G 昌 5 店 
ワニ と ハヤ ブサ 、2 つ の 神 を 祀っ た 二 重 構 造 の 但 コム オン ボ 
神殿 を 見 学 。 @ ワ ニ の 博物 館 も 訪れ ます 。 
品 エド フ へ クル ー ズ 船 中 泊 
午前 | 時 を 計 貫 時 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
ホル ス 神 殿 神殿 まで は 、 馬 車 に て ご 案内 し ます 。 
品 ルク ソー ル へ 途中 、 エ スナ の 水門 を 通り ます 。 
水位 差 6m を 通過 する 様子 は 必見 で す ! 

人 半 当 ル クソ ー ル 東岸 観光 [Mi 
6 ⑯ ル クソ ー ル 神殿 で は 夕方 夜 の ライ ト ア ッ プ を お 楽し み 
くだ さい 。 
途中 、 名 産品 カル トゥ ーシュ 店 (ヒエ ログ リフ の 貴金属 ) へ 。 
叩 カ ルナ ッ ク 神 殿 ・ 音 と 光 の ショ ー( 別 途 代金 ) 
叩 ルク ソー ル 美 術 館 観 光 ( 別 途 代金 ) 

【 呈 42] クル ー ズ 毅 中 泊 


似 ri 室 ハー ご 
fi 凡 ー エ さ 


afi 率 和信 一 こさ 


クル ー ズ 船 を 下船 
午前 | 上 本 界 遺 貞 及 影 6): 計 軒 ( 約 4 時 間 30 分 ) 
@ 王 家 の 谷 で は 介 ツ タン カー メン 王 の 草 、 
人 @ 王 妃 の 谷 で は 介 ネ フェ ル タ リ 王妃 の 墓 へ 入場 ! 
ツタ ンカ ー メ ン の 墓 を 発見 し た 考古 学者 ハワード ・ カ ー タ ー 氏 
が 滞在 し て いた 亀 ハ ワー ド ・ カ ー タ ー ハ ウス も 訪れ ます 。 
ハト シェ プス ト 女 王 葬祭 殿 、 〇 〇 メ ム ノン の 巨像 、 
伝統 的 な 帆船 ファ ルー カ 遊 覧 
昼食 は 現地 で 選べ る ! チキ ン ま た は タジン を どう そ ぞ 。 
クレ オ パ ト ラ が 愛し た と され る モロ ヘイ ヤス ー プ も お 召し 上 が 
り い た だ け ま す 。 
記 村 還 拉 ルク ソー ル 東 岸 観光 【 約 有明 計 下 0 
カル ナッ ク 神 殿 、2021 年 に 再開 ! 〇 スフィンクス アベ ニュ ー 
局 空港 へ 
ルク ソー ル (19:40) 発 器 ( 乗 継 ) 空 路 、 帰 国 の 途 へ 
【 世 3 機 中 泊 


成田 (18:30) 着 着 後 、 解 散 | 


マス メ % の ろ み 了 路 (ユー ささ ユ ク 2 ロ 由 
幅 感 習 


8 
ふき : 財 UE … 少 し 歩く 還 2]… 歩 く 3]… か な り 歩 く (詳細 は P1 参 照 ) 


( 注 1) オ ー プ ン 状 況 に 応じ て 考古 学 博物 館 へ ご 案内 いた し ます 。 また オー プン 準備 に 伴う 移送 等 の 現 
地 状 況 に より 、 ツ タン カー メン 王 の マス ク 等 が ご 覧 いた だ け な い 可能 性 が あり ます 。 ( 注 2) 修復 や 調査 な 
どの 現地 事情 に より クフ王 ピラ ミッ ド が 閉鎖 され た 場合 は 他 の ピラ ミッ ド へ 、 王 妃 の ピラ ミッ ド は クフ王 時 
代 の 労働 者 の 墓 へ ご 案内 し ます 。 ( 注 3) ナ セル 湖 遊 覧 は 悪天候 な ど に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 
( 注 4) お 部 屋 に より ビラ ミッ ド や 湖 の 見 え 方 が 異な り ま す 。 また 、 木 な どの 障害 物 が ある 場合 も あり ます 。 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


4 


5 


添乗 貞 同 行 の 旅 エ ジ フ ト 航 空 直行 便 


4 光生 人 、 上 日 本 各地 | | 並び 席 || ビジ ネス 
詳細 は P1 参 照 発着 || 百 アレ ンジ | | クラ ス 
最新 の 旅行 代金 ・ 


催行 決定 日 は コチ ラ 


金曜 日 出発 
クル ー ズ 船 4 泊 


FiiFoNIN 
ー 力 N 品 日 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利 用 /T-LCE4000 
ビジ ネス クラ ス 利 用 /TLLCE4000-C 


@: 入場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 


3 きき ご に こ ゃ っ 
【 員 6 4 2 


導 思 アプ シン iT し 駐 | 
2 で POGSEG5umamamment-- - 」 い < 


空路 ルク ソー ル ヘ へ 機 中 泊 


ルク ソー ル (07:30 て 08:15) 着 着 後 、 同 観光 へ 
午前 | 肌 界 遺産 ( 約 1 時 間 ) 
@ カ ルナ ッ ク 神 殿 へ ご 案内 
観光 後 、 昌 5 つ 星 クル ー ズ 船 に チェ ッ ク イ ン 
を お 召し 上 が り い た だ きま す 。 
骨 午後 | 模 條 産 ( 約 1 時 間 ) 
ルク ソー ル 神 殿 、 徐 々 に ライ ト ア ッ プ され る 美 し 
い 姿 を ご 覧 いた だ きま す 
途中 、 名 産品 の カル トゥ ーシュ 店 (ヒエ ログ リフ の 貴金属 ) へ 韻 
(夕食 な し )( 別 途 代金 ) 還 
(別途 代金 ) に 
クル ー ズ 船 中 泊 回 
早朝 (別途 代金 ) 
午前 | 環 界 遺 産 ( 約 4 時 間 ) 
3 @ 王 家 の 谷 ( 注 1])、 〇 メ ム ノン の 巨像 、@⑮ 人 ハト シェ プス ト 
女王 葬祭 殿 へ 途中 、 エ スナ の 水門 を 通り 船 エ ド フ へ 回 
水位 差 6m を 通過 する 様子 は 必見 で す ! 
クル ー ズ 船 中 泊 回 


午前 | エド フ に て 、 ( 約 1 時 間 30 分 ) 

神殿 まで は 馬車 で 訪れ ます 。 

4 午後 呈 コ ム オ ン ボ へ ( 約 1 時 間 ) 
コム オン ボボ 神殿 、@ ワ ニ の 博物 館 へ 入場 いた だ 旧 

け ま す 。 

呈 ア スワ ン へ 向け 出発 ] クル ー ズ 船 中 泊 : 


朝 | アブ シン ベル へ (280km/ 約 3 時 間 30 分 ) 
世界 遺産 ( 約 2 時 間 ) 
ラム セス 2 世 の 壮 大 な 遺跡 を 存 分 に お 楽し みく だ さい 。 
午後 | 観光 後 、 軸 アス ワン へ (280km/ 約 3 時 間 30 分 ) 
(別途 代金 ) 
(別途 代金 ) 
クル ー ズ 有 船 中 泊 


午前 | 鹿 ク ルー ズ 船 を 下船 ( 約 2 時 間 ) 
世界 遺 葉 @ イ シス 神殿 、 〇 ハイ ダム 
6 途中 、 名 産品 香水 瓶 店 へ 

市 内 の レス トラ ン で 夕食 後 、 琴 空港 へ 


ナイ ル 川 沿い に エジプト 縦断 ! 
ギザ ( 注 2) 
へ 入場 し ます ! 


カイ ロ ツタ ンカ ー メ ン の 秘宝 が 納め られ る 予定 
2023 年 オー プン 予定 へ ! ( 注 3) 


畜 ー モ さ 


fr 
NN 


アブ シン ベル ッ タン カー メン の 還 
マス ク 


ルク ソー ル 神 殿 (イメ 庄 ジ ) 


ギザ / アス ワン 


デラ ックス クラ ス ホ テ ル ss 利用 


ANS 革 再び べ 山 


ナイ ル 川 に 面 し た 窓 & バ スタ ブ 付 き の お 部 屋 を ご 

クル ー ズ 船 に 3 て 4 連 泊 し ます の で 慌しい 荷造 0 
アス ワン 発 み ( 巴 共 是 ) 空 路 : カ イロ へ あり ませ ん 。 船内 に て ヒエ ログ リフ (象形 文字 ) や 地元 の 
着 後 、 思 ホテ ル へ ご 案内 ギザ 泊 生活 な どの ミニ レク チャ ー 開 催 。 

朝 (別途 代金 ) ※ ド レス コー ド は な く カ ジュ アル に 楽し め ま す 。 

午前 | 衣 界 遺 商 ( 約 2 時 間 ) 
久 ク フ 王 の ピラ ミッ ド 、⑨ ス フィ ンク ス 、 

〇 ピラ ミッ ド パ ノ ラマ ポイ ント 

途中 、 エ ジ プ ト 名 産品 パピ ルス 店 へ 


な INNIz み 2 


クル ニ ズ 船 (イジ) 


ツア ー 条 件 
画 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : エ ジ プ ト 航 空 田 食 事 (機内 食 除く ) : 朝 5、 昼 6、 タ 6 
doa 同行 較 最 少 催行 人 数 :10 名 

ピラ ミッ ド パ ー ク 等 (ギザ /A ク ラス )、 サ ー ラ クル ー ズ 等 (5 つ 星 クル ー ズ 夫 ) 


AKI 


『4 午後 | 2023 年 OPEN 予定 ! ル 
@ 大 エジプト 博物 館 観光 ( 約 3 時 間 ) 上 
世界 遺産 ( 約 3 時 間 ) 
〇 ハン ハリ ー リ バザー ル 
市 内 の レス トラ ン で 食後 軸 空 港 へ 【P5-6 共 通 】 ( 注 1) ツタ ンカ ー メ ン 王 の 墓 は 含み ませ ん 。 現地 に て 別途 360 エ ジ プ ト ボン ド ( 約 
カイ ロ (23:45) 発 図 ( 記 暫 時 ) 空路 、 帰 国 の 途 へ 1.800 円 )、12 月 以降 は 500 エ ジ プ ト ポン ド ( 約 2.500 円 ) で 入場 可能 で す 。 (2023 年 8 月 現在 ) 
機 中 泊 ( 注 2) 修復 や 調査 な どの た め 、 ク フ 王 ピラ ミッ ド が 閉鎖 され た 場合 は 他 の ピラ ミッ ド へ の 入場 の 
8 成田 (18:30) 着 着 後 、 解 散 と な り ま す 日 
入間 UE4 妥 1 … 少 し 歩く 【 家 4 邊 2] … 歩 く UE43] … か な り 歩 く (詳細 は P1 参照) 当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


NHrr マ せ 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


運航 再開 成田 タカ イロ は 往復 直行 便 本 54 の 


最新 の 旅行 代金 ・ 
催行 決定 日 は コチ ラ 


日 曜日 出発 
クル ー ズ 船 3 当 


クエ 
ラコ 
4 
利 ミ 
用 | 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利用 /T-LCE3000 
ビジ ネス クラ ス 利 用 /T-LCE3000-C 


@: 入場 観光 〇 : 下車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 朝 屋 タ 
成田 (21:30) 発 詳 ( 斬 還 信 ) 空路 、 カ イロ へ 
機 中 泊 


| 
主 な 見 所 を ご 案内 


アベ HAS 取 途中 、 エ ジ プ ト 名 産 パ ピル ス 店 へ 立ち 寄り ます 
ムル 6 | 午後 (別途 代金 ) 
ルク ソー ル ・ エ ド フ まま ョ 42] 拉 ザ 泊 
イジ スズ 神 殿 (イメ ニー ジ ) 午前 | 豚 界 遺産 ( 約 3 時 間 ) 
2023 年 オー プン 予定 ! ホ 
信 大 エジプト 博物 館 、⑨③② ハ ン ハ リー リバ ザー ル テ 
カイ ロ 発 図 ( 過 奏 置 ) 空路 、 ア スワ ン へ 
着 後 、 軸 ホテ ル ヘ へ て 
EE 計 引 2] アス ウン 泊 


朝 | 還 ア ブシ ン ベ ル へ (280km/ 約 3 時 間 30 分 ) 

世界 遺産 

( 約 2 時 間 ) 

4 ラム セス 2 世 の 壮 大 な 遺跡 を 存 分 に お 楽し みく だ さい 
午後 | 軸 ア スワ ン へ (280km/ 約 3 時 間 30 分 ) 

品 ク ルー ズ 船 に 乗船 


カイ ロ (04:30) 着 着 後 、 思 ギザ へ 

午前 | 生 界 蛋 産 

( 約 2 時 間 ) 

代 ク フ 王 の ピラ ミッ ド に 入場 後 、 

2 ②③ スフィンクス 、 〇 ピラ ミッ ド パ ノ ラマ ポイ ント へ 


キテ 


NH(T せ 息 
填 


( 注 1) 、 


壮大 な 、 


ご 
ES 
VS 受 寺 


夕方 夜 の ライ ト ア ッ プ を 見 学 ! 
まで は 馬車 で ご 案内 。 


ご 
AS 芝山 


ボー ト に 乗っ て 神殿 の ある フィ ラ エ 島 へ 
午前 ( 約 2 時 間 ) 
世界 遺 散 @ イ シス 神殿 、 〇 ハイ ダム を 観光 
5 途中 、 名 産品 香水 瓶 店 へ 

午後 | 遇 コ ム オ ン ボ へ 


ー 1 ビラ ミッ ド が 見 える 2 つの 神 を 祀っ た 二 重 構造 の 神殿 へ 。 介 ワ ニ の 博物 館 間 


レ 及 スト ラン で の 明信 を 含む 17 回 の 食事 付 & エ ド フ へ クル ー ズ 船 中 泊 図 


午前 ( 約 1 時 間 30 分 ) ミラ 

天空 の ホル ス 神 に 捧げ た 神殿 まで 馬車 に て ご 案内 基 

品 ル クソ ー ル へ 途中 、 エ スナ の 水門 を 通り ます 
午後 | 豚 界 遺産 ( 約 1 時 間 ) 

6 ⑯ ル クソ ー ル 神殿 で は 夕方 て 夜 の ライ ト ア ッ プ を 見 学 

途中 、 地 元 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト と 名 産品 カル トゥ ー シ > 

ュ 店 (ヒエ ログ リフ の 貴金属 ) へ 


ー 一 


Qi 志和 メー と 


(別途 代金 ) 
クル ー ズ 船 中 泊 
早朝 (別途 代金 ) 

較 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : エ ジ プ ト 航空 園 食事 (機内 食 除く ): 朝 5、 昼 6、 タ 6 午前 | クル ー ズ 船 を 下船 
較 添 乗員 : 同 行 男 最 少 催行 人 数 :10 名 世界 遺産 ( 約 4 時 間 ) 
| 利用 ポテ エル 0 人 王家 の 谷 、 但 ハト シェ プス ト 女 王 葬祭 殿 、 

ゃ \ 革 全 
ピラ ミッ ド バ ー ク 等 (ギザ /A ク ラス )、 ト リッ プ アス ワン ホテ ル & リ ゾー ト 等 (アス ワン /A ク ラ 証 。 | ウメ ム ノ ン の 巨像 、 フ ァ ル ー カ ( 息 か け 船 ) 遊覧 
ス ) 、 サ ー ラ クル ー ズ 等 (5 つ 星 クル ー ズ 船 ) 午後 世界 遺産 ( 約 1 時 間 1 5 分 ) 
大 迫力 の 但 カ ルナ ッ ク 神 殿 へ 

過 空 港 へ ルク ソー ル (19:40) 発 回 (カイ ロ 乗 継 ) 
ご 案内 と な り ます 。( 注 3) OPEN 状況 に 応じ て 考古 学 博物 館 へ ご 案内 いた し ます 。 また OPEN 人 
準備 に 伴う 移送 等 の 現地 状況 に より 、 ツ タン カー メン 王 の マス ク 等 が ご 覧 いた だ け な い 可能 空路 、 帰 国 の 途 へ 機 中 泊 
性 が あり ます 。 8 成田 (18:30) 着 中 日 
着 後 、 解 散 と な り ま す 

当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 に 着 UE24H1 しかく EZ4 昌 2]… 歩 く UE24:3 | … か な り 歩 く (詳細 は P1 参 照 


マ せ ポ (r い ユー ささ ユ ヘ ク 2 ロ 貼 
由 並 烏 首 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 0 


デア 


復路 直行 便 エジプト 航空 利用 本 es 


ギリ シャ & エ ジフ ト 2 ヶ 国 周遊 8Hm 


証 代 浪 利 あふ れる 2 ヶ国 の 追跡 観光 と ギリ シャ で は エー ゲ 海 クル ー ズ へ 


世界 最 古 と 言わ れる 階段 ピラ ミッ ド 
サッ カラ 、 ダ ハシ ュー ル 


2023 年 に オー プン 予定 ! 
大 エジプト 博物 館 ( き 4) 


ツタ ンカ ー メ ン 王 の 
マス ク 


エー ゲ 海 の 美しい 
島々 を 気軽 に 訪れ 
る クル ー ズ で 、 サ ロ 
ニコ ス 湾 に 浮か ぶ 
3 つの 島 へ ご 案内 。 


アク ロ ポ リス を 望む し レスト ラン で の 食事 を 含む 
13 回 の 食事 付 
1 日 1 本 ミネ ラル ウォ ー タ ー 付 (2 7 日 目 ) 


エジプト で は デラ ックス クラ ス ホ テ ル ss) に 2 連 泊 
アテ ネ で は スー ペリ アク ラス ホテ ル (ss) に 3 連 泊 


2 4 日 目 

アア ネ M トメ ナハ ウス / 
マリ オッ 

(スタ ン レー/ 2 

利用 ホテ ルー 例 ) ホテ ル ア レ ンジ プラ ン 


利用 ホテ ル ) 
ホテ ル ア レ ンジ プラ ン 


「 デ ラッ クス クラ ス ホ テ ル 」 へ 
追加 代金 で アレ ンジ 可能 
3 泊 で 十 


ホテ ル ア レ ンジ プラ ン 
「 ビ ピラ ミッ ド が 見 える 部 屋 」 へ () 
追加 代金 で アレ ンジ 可能 
2 治 で +84.000 円 


(2-3 名 1 室 利用 時 の お 1 人 様 2 泊 代 金 ) 
※1 名 様 1 室 利用 時 は 倍額 


+36,000 幅 
(2・3 名 1 室 利用 時 の お 1 人 様 3 泊 代金 ) 
※1 名 様 1 室 利用 時 は 倍額 


(※) お 部 屋 に より ピラ ミッ ド の 見 え 方 が 異な り ま す 。 また 、 木 な どの 障害 物 が ある 場合 も あり ます 。 
※ 詳 し く は WEB ペ ー ジ 参照 

画 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : エ ジ プ ト 航 空 食 事 (機内 食 除く ): 朝 5、 昼 3、 タ 5 
還 法 和 上 同行 較 最 少 催行 人 数 :10 名 

スタ ン レ ー 等 (アテ ネ /B ク ラス ) 、 ピ ピラ ミッ ド パ ー ク 等 (ギザ /A ク ラス ) 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


アレ ンジ が 可能 


日 本 各地 | | 並び 席 || ホテ ル || ビジ ネス 
発着 || 狼 アレ ンジ | | アレ ンジ || クラ ス 


詳細 は P1 参 照 


最新 の 旅行 代金 ・ 
催行 決定 日 は コチ ラ 


20. 995 ヵ 92.98 


行 代 金 大 人 お 1 人様 /2・3 名 1 室 利 用 / 
の ー ク ラス 利用 /10 月 てこ 2024 年 3 月 出発 ) 
※ 燃 油 サー チャ ー ジ の お 支払 い が 別 途 必要 で す 。 
※ 国 内 空港 施 設 使用 料 ・ 空 港 保安 料 ・ 海 外 空港 譜 税 ・ 宿 泊 税 ・ ビ ザ 代 ・ チ ッ プ が 別 
途 必 要 と な り ま す 。 燃油 サー チャ ー ジ (目安 ):67.500 一 72.500 円 (2023 年 9 月 6 日 現 
在 )。 な お 、 今 後 変更 され る 場合 が あり ます 。 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利 用 /TLLAE0001 
ビジ ネス クラ ス 利 用 /TLLAE0001-C 


下車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 朝 昼 タ 


成田 (20:55 て 21:30) 発 詳 ( 乗 継 ) 
空路 、 ア テ ネ へ ( 注 1) 


アテ ネ (12:15 て 12:30) 着 

過 着 後 、 ア テ ネ 市 内 へ 

を 寺 十 設 軒 ( 約 3 時 間 ) 界 遺産 パル テ ノ ン 
2 神殿 の 建つ 但 ア クロ ポリ ス の 丘 、 の パナ シナ イコ ス 
タ ジ ア ム 、 〇 シン タグ マ 広 場 、 プ ラ カ 地 区 へ ご 案内 
19:00| タ 食 は アク ロ ポ リス の 見 える レス トラ ン に て 

アテ ネ 泊 


030 上 "2 エー グ 海 日 帰り 1 日 クル ー ズ 【6B に SiiDM6s ゴ | 
ポロ ス 島 、 エ ギ ナ 島 、 イ ドラ 島 を ダ 巡り 、 思 い 思 い に 毅 
3 お 過ごし くだ さい 。 
復路 の 船内 で は 民族 舞踊 や 歌 も 楽し め ま す 。 て 

アテ ネ 泊 


人 @: 入 場 観光 O: 


機 中 泊 


az 


自由 行動 
芋 界 遺 楓 メテオ ラ 観 光 (別途 代金 ) 日 
叩 ア クロ ポリ ス 美 術 館 入場 ! アテ ネ 半 日 観光 
(別途 代金 ) アテ ネ 泊 
前 | 地元 スー パー へ 立ち 寄り 後 、 剛 空港 へ | 
空路 、 カ イロ へ 軸 着 後 、 ホ テル へ ギザ 泊 


前 | 思 ギ ザ 郊 外 の ダ ハ シュ ー ル へ (35km/ 約 40 分 ) 
ダ ハ シュ ー ル ・ メ ン フ ィ ス ・ サ ッ カ ラ 観 光 【 約 以 滞 請 0 
ダ ハ シュ ー ル に て 、 〇 屈折 ピラ ミッ ド 、 〇 赤 ビ ピラ ミッ ド 騰 ホ 
記 メ ン フ ィ ス へ (28km/ 約 55 分 ) ル 
@ メ ン フ ィ ス 博物 館 に 
局 サ ッ カ ラ へ (25km/ 約 30 分 ) 
最 古 の ピラ ミッ ド 〇 サッ カラ ピラミッド 群 へ 
届 ギ ザ へ (30km/ 約 1 時 間 ) 
選 皇 唐 ギザ の 3 大 ピラ ミッ ド & ス フィ ンク ス 観 光 
( 約 2 時 間 30 分 ) 但 ク フ 王 ピラ ミッ ド ( 注 3) 、 
〇 スフィンクス 、 〇 パノラマ ポイ ント へ 
エジプト 名 産 パ ピル ス の お 店 に ご 案内 。 
末 ナ イル 川 デ ィ ナ ー ク ルー ズ (別途 代金 ) 

| り あ く 良 上 に コン! 


員 大 エジプト 博物 館 観 光 【6SE】 坊 証人 9) 

ツタ ンカ ー メ ン 王 の 黄金 の 秘宝 が 収め られ る 予定 の 
人 @ 大 エジプト 博物 館 へ 

世界 遺産 訪 証 久 陵 慎 ( 約 2 時 間 30 分 ) 

7 信 モ ハメ ッ ド アリ モス ク 、 賑 や か な スー ク が 並ぶ 

〇 ハン ハリ ー リ バザー ル へ ご 案内 

途中 、 カ ルト ゥ ーシュ 店 へ 

冊 空 港 へ カイ ロ (23:45) 発 図 ( 評 置 ) 

空路 、 帰 国 の 途 へ (中 計 3] 機 中 泊 


8 成田 (18:30) 着 着 後 、 解 散 と な り ま す 日 
9: 週 EZ41 少し 歩く 還流 本 2 … 歩 く 還 邊 3| … か な り 歩く (詳細 は P1 参 照 ) 


( 注 1) 往路 の カイ ロ 乗 り 継ぎ の 際 、 フ ライ トス ケ ジ ュ ー ル に より 5 時 間 以 上 の 乗り 継ぎ 時 間 と 
な る 場合 が あり ます 。( 注 2) 悪天候 な ど に より 訪問 する 島 が 2 島 な いし 1 島 と な る 場合 が あ 
り ま す 。( 注 3) 修復 や 調査 な どの 現地 事情 に より ク フ モ ピラ ミッ ド が 閉鎖 され た 場合 は 他 の 
ビ ピラミッド へ の 入場 へ ご 案内 と な り ま す 。( 注 4) オー プン 状況 に 応じ て 考古 学 博物 館 へ ご 案 
内 いた し ます 。( 注 5) 当社 基準 に よる 。 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


必 NJH 


HAISHJ 
ー ロ IX の > 際 


帆 遂 同士 


ご マロ 
アミ ニコ テー コー ツ 


自然 美 と 東西 の 歴史 が 調和 し た 世界 有数 の 神秘 大 国 


ペ ベルガ モン (ベル が マ ) 


ギリ シア と オリ エン ト 文 化 が 融合 し 発展 し た ペル . 
ガ モ ン 王国 の 壮大 な 遺跡 。 ア クロ ポリ ス の 丘 の 
上 に ロー マ を 思わ せる 遺跡 群 が 点 在 し て いま す 。、 


カッ パ ド キ ア 


イス 0 
貞 中 線 (イス タン プー ル ) 


トル コ 中 央 部 、 世 界 遺産 に 登録 され た ギョ レ メ 国 立 公園 と カッ 
パ ド キ ア 。 長い 年 月 を の け て で きた 不思議 な 型 の 岩 々 が 見 え 
る 場所 と し て 有名 で す 。 また 、4 世 紀 ご ろか ら 暮 らし て いた キリ 


スト 教 の 住居 跡 や 美しい フレ スコ 画 も 洞窟 に 残さ れ て いま す 。 ア と ヨー ロッ パ の 文化 の 交差 点 、 イ スタ ン ブ 
内 旧 市 街 エ リア に は 世界 遺産 に 指定 され る . 
' 拓 重要 な 文化 遺産 が 数 多く 存在 し 、 古 き 良 き 時代 
ゃ 吐 ま し 
エフ ェ ソ ス 遺 跡 ob の 面影 が 今 な お 残さ れ て いま す 。 
ィ ス タン ブー ル @ 
世界 的 に も 最大 級 の 規模 を 誇る 古代 都市 遺跡 。 ター・ 
2 万 4000 人 を 収容 で きた 円 形 劇場 や 、1 万 2000 ビグ 3 
の 語 語 2260 る 選 衝 且 620 っ 9 '@ チャ ナッ カレ アン カラ @ 
の 女神 ニケ の レリーフ や 浴場 、 ト イレ な ども 残り 古 トロ イ w 0 
9(e ッ プ し た よう な 感覚 ス 5 5 
代 ( 2 0 6 7 ベル ガ モ ン し 
で w 間 アイ ヴァ リク Turkiye 
1 1 @ イズ ミー ル ネ ブ シ ェ ヒ ル 
”。、@ @ コン ヤ 
の 77 ジン @ バ パムッカレ 
@ ア フロ ディ ン ア ス 
ーー テ 
便 、 ム 「 7 aa = トロイ 叫 跡 
遺跡 の 上 で 6 
の ん ぴり し て いる ” NR ーー _ 4 。 ホメ ロス の 叙事詩 「 イ リア ス ] 
GA の 4 5 中 の 中 の トロ イ 戦 争 の 記述 に 
3 も 基づき 、 ハイ ン リ ッ ヒ ・ シ ュ リ ー 
1 マン が 発掘 し た こと で 知ら れ 
3 ぐい 無 ee る トロ イ の 遺跡 。 
デジ ディ e 。 
ゃ 吐 ッッ 
時 の 電 で 灰 棚 
の < で _ プ * で り パム ッ っ 
美 と 愛 の 女神 アフ ロ デ 4/。 0 
. イー テ が 当時 信仰 の 石灰 分 を 多く 含む 温泉 水 が 結 唱 
対象 と な っ て いた 痕跡 ニー ュー の り 化 ・ 形 成 さ れ た 真っ 白 な 石灰 棚 と 、 
が 随所 に 見 れる 遺跡 。 放 青白 く 光 る 温泉 水 が 美 し い 景 観 を 


放 m、 幅 約 1km に わた っ て 純白 の 石 が 
N ツラ ラ の よう に 垂れ 下がっ て いる 情 
景 は 圧巻 で す 。 


界 の も の と し て は 最も 
保存 状態 の 良い も の 
と され て いま す 。 イッ メニ ジ )| 


特に 競技 場 は 古代 世 NM / 作り 上 げ る パム ッ カ レ 。 高 さ 約 200 
| 


ーーーー 


トル コ の 特産 品 や 伝統 工芸 の 歴史 や 工程 | 
も 見 る こと が で きる お 店 を 郎 選 し まし た . 


の お 守り や パワ ー ス トー ン と し て も 人 トル コ の 伝統 工芸 ⑯ 長 い 歴史 を も つ ト ルコ じゅ うた ん 。 


気 の ト ルコ 石 は 、 産 地 や 加工 な ど 品 は 異国 情緒 た っ ぷ その 美しい 装飾 は 芸術 性 が 高く 、 @ 半 肉 、 ト マト 、 ニン ジン 、 玉ねぎ と 調 @ 薄い 生地 を 何 十 層 も 重ね て 、 中 
に より 色 や 模様 も 様々 。 自分 に あ り 。 バザー ル で は 掘 さら に 耐久 性 に も 優れ て いる た め 、 味 料 を 喜 の 中 で 焼い て 、 喜 を 吐き に ピス タチ オ や クル ミ を 挟ん だ 豪 
っ た トル コ 石 を 探し て みて は ? り 出 し 物 が いっ ぱい 。 世界 中 で 人 気 の 商品 と な っ て いる 。 割っ て 食べ る 料理 。 華 な デザ ー ト 。 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 〇 


シュ エア ライ ンズ 利用 往 後 直行 便 Cmm< イ スタ ンプ ー ル 則 PJ 
ュ H 住人 復 直 | 最新 の 旅行 代金 ・ 
催行 決定 日 は コチ ラ 


エコ ノミ ー ク ラス 利用 議 ビ ジネス クラ ス 利 用 


% この ツア ー の 区 力 # 
@ イスタンブール へ 直行 便利 用 
約 10 時 間 か か る カッ パ ド キ アー 
イス タン ブー ル 間 の バス 移動 も 
約 1 時 間 半 の 飛行 機 移動 で 大 幅 短 縮 


@ 全都 市 デラ ックス クラ ス ホ テ ル に 
滞在 。 カッ パ ド キ ア で は 、 
洞 層 ホテ ル に 2 連 泊 いた し ます 。 


@ 羽田 発着 土曜 出発 ・ 日 曜 帰着 
ゆっ た り VIP バ ス 利 用 (2-6 日 目 ) 。 


@ 選べ る メニ ュー や ボス ポラ ス ビ ュー 
の レス トラ ン へ ご 案内 。 


全都 市 デラ ックス クラ ス ホ テ ル さき a 基 め 
洞窟 ホテ ル > に ゆとり の 2 連 泊 ! 

最終 日 は 憧れ の ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン こ 
放 の 見 える お 部 屋 ca に 仙 出 し ます | LU M 『 U B 


負 。 8 む 7 孝 市 & 充 実 の 観光 付 


[』 基 に F 、 


本 


スレ イマ ニ エ モ スク や 地下 宮殿 、 ト プ カ プ 宮 由 に ボス ポラ ス 海 峡 ク ルー ズ と 満載 
屋 共 病 置 イス タン ブー ル 


い 


7 < アン wm デ 
2 な マ こ 、 


E 暫 3l 全 カッ パ ド キ ア 匠 紀信 イス タン ブー ル 
土地 な ら で は の 地形 を 活か し 造ら れ た 街並み や ボス ポラ ス 海 峡 の 美しい 景色 ピ 
世界 的 に 珍し い 洞 窟 ホ テル に 2 連 泊 を 望む 「 ザ リッ ツ : カ ー ル トン 」 に 宿泊 ( 注 8) * 須 メン) に 5 コ ニ プロ ジェ クシ ョ ンマ ッ ピ ング (イメ ー ジ ) 
震 に 映し 出す 音 と 光 の ショ ー 「 プ ロジ ェクション マッ ピン グ 」 へ ご 案内 
匿 界 避 選 カッ パ ド キ ア 
食 充実 の 19 回 の 食事 付 ! 世界 三 大 料理 の 


1 つ で ある トル コ 料 理 を ご 堪能 くだ さい 


絶景 レス トラ ン で の 食事 が 3 回 & 国 軸 ベリ ー ダ ンス ディ ナー ショ ー へ ご 案内 


世界 最大 級 の 古代 都市 
エフ ェ ソ ス 三春 間 瑞 パム ッ カ レ 


s RS 


ュ 


HAMDI レ スト ラン 丘 の 上 の アク ロ ポ リス メ ヴ ラ ー ナ 博物 館 、 イ ンジ ェ ミ ナー レ 神学 校 
了 愉 避 軒 ペル ガ モ ン 遺跡 コン ヤ 
デザ ー ト に 伸び る アイ ス と し て 有名 な トル コア イス や 
伝統 の お 菓子 バク ラヴ ァ を お 召し 上 が り いた だ きま す 。 バク ラヴ ァ トロ イ 博 物 館 入場 腸 間 還 トロ イ 


〇 。※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


ビジ ネ 


発着 延長 可能 | | 有料 アレ ンジ || クラ ス 
グ 4. 95- つ 9.98 


行 代金 : 大 人 お 1 人 様 /2・3 名 1 室 利用 / 
7 っ 8 
※ 燃 油 サ ー チ ャ ー ジ の お 支払 い が 別 途 必 要 で す 。 
※ 国 内 空港 施設 使用 料 ・ 空 港 保安 料 ・ 海 外 空港 諸税 <・ ビ ザ 代 ・ チ ッ プ が 別途 必要 と な 
り ま す 。 燃油 サー チャ ー ジ (目安 ):59.800 68,800 円 (2023 年 9 月 6 日 現在 )。 な お 、 今 
後 変更 され る 場合 が あり ます 。 


アレ ンジ が 可能 


詳細 は P1 参 照 


キ 
T (カイ セリ 
5 リ ま た は 
トロ イ 9 
い ネ ブ シ ェ ヒ ル ) 
ゲ SS く ゅ ベル カット 
海 


地中海 


デラ ックス V.I.P バ ス 利 用 


(2~ こ 6 日 目 ま で ) 


2 席 二 1 席 の 横 3 席 配置 


安心 の バス ドラ イ バ ー ク 人 体制 
往復 直行 便利 用 ! 


トル コ 国 内 も se と 


飛行 機 利用 で 移動 時 間 を 大 幅 竹 縮 ! 


選べ る 食事 プラ ン 
5 日 目 カッ パ ド キ ア (昼食 ) 
3 つの 名 物 料 理 *※ 一 例 で す 。 
い 奈 焼 き ケ バブ ( 肉 料理 ) 
@ ト ルコ 風 シ ュ ニ ッ ツ ェ ル 
(チキ ン の カツ レツ ) 
イマ ム バ ユル ド (ナス の 煮込み ) 


み % の 58A み (6? の - め ) 


6 日 目 カッ パ ド キ ア ( タ 食 ) 


⑯ ベ リー ダン ス & 民 族 舞 踊 デ ィ ナ ー シ ョ ー 
@ 洞 窟 ホ テル で の 夕食 


※ 添 乗員 は 「 ベ リー ダン ス & 民 族 舞 踊 デ ィ ナ ー シ ョ ー] に 同行 し ます 。 


大 上 記 メ ニュ ー の 中 か ら 現 地 に て お ー つ お 選び いた だ きま す 。 
文 日 付 は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
文 掲載 の メニ ュー は 一 例 と な り 、 現 地 事情 


ツア ー 条 件 
画 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : タ ー キ ッシュ エア ライ ンズ 
田 食 事 (機内 食 除く ): 朝 6、 昼 6、 タ 7 田 添 乗員 : 同 行 
利用 ホテ ル 

グラ ンド テ ミ ゼ ル 等 (アイ ワル ク /A ク ラス ) 、 パ ム テ ル マ ル 等 (パム ッ カ レ /A ク ラ 
ス ) 、 グ ラン ド ホ テル コン ヤ 等 (コン ヤ /A ク ラス ) 、MDC 等 洞窟 ホテ ル (カッ パ ド キ 
ア /A ク ラス ) 、 ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン (イス タン ブー ル /L ク ラス ) 


画 最 少 催行 人 数 :15 名 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利 用 /T-LIT1130 
ビジ ネス クラ ス 利 用 /T-LIT1130-C 


人 @: 入 場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 


〇 : 車窓 観光 


旬 石 灰 棚 ( 注 4)、@ ヒ エラ ポリ ス 遺 跡 
4 選 コ ン ヤ へ (410km/ 約 5 時 間 ) 
昼食 は コン ヤ 名 物 の ビデ と ギョ ズレ メ を どう ぞ 
コン ヤ 泊 


1 羽田 (22:35) 発 回 空路 . イ スタ ン ブ ー ル へ 機 四 泊 | | 
イス タン ブー ル (06:25) 着 
名 トロ イ へ (294km/ 約 4 時 間 25 分 ) 
っ EE 計 | ト ロイ 観光 (64 | 財 
@⑯ ト ロイ 遺 跡 、 〇 木馬 ( 注 1 )、@ ト ロイ 博物 館 陣 
呈 ア イワ ルク へ (140km/ 約 2 時 間 15 分 ) 
(中 2 アイ ワル ク 泊 
名 ベル ガマ へ (60km/ 約 55 分 ) 回 
08:30| 議 界 遺 産 話 3 有 ゆ 誠 事 衣 周 ( 約 1 時 間 30 分 ) ッ 
@ ア クロ ポリ ス ( 注 2) 久 
3 届 エ フェ ソス へ (190km/ 約 2 時 間 30 分 ) シ 
1400] 王 界 遺産 刀 還 放水 同 ( 約 1 時 間 30 分 ) 周 
エフ ェ ソ ス 遺 跡 その 後 、 革 製品 店 へ 了 
別 パ ムッ カレ へ (185km/ 約 3 時 間 ) 回 
| しく 度 六 ル 9? ペル リラ) 日 較 同 
0800 議 界 遺 産 内 W<5 如 明 衣 還 ( 約 1 時 間 30 分 ) 四 訂 
思 
ヨ 
ズ 
レ 
メ 


世良 計 ( 約 1 時 間 ) 

⑯ メ ヴ ラ ー ナ 博物館 、 ふ ④ イ ンジ ェ ミ ナー レ 神 学校 

名 カッ パ ド キ ア へ (230km/ 約 3 時 間 ) 

途中 、⑥ 隊 商 宿 へ 立ち 寄り ます 。 

に 5 放 ] カ ッ パ ドキ ア 観 光 (GS 

5 〇 ウチ ヒサ ー ル 、 〇 らく だ 岩 、 〇 三 姉妹 の 岩 、 結 工房 へ 
パノラマ レス トラ ン に て 選べ る ラン チ 

食後 、 人 気 カフ ェ “MADO" に て トル コア イス を どう ぞ 


記 む を < 間 較 (|) プ ロジ ェクション マッ ピン グ ( 注 5) 
ra ② 洞 窟 ホ テル で ゆっ た り ス テイ 


EE 2) カ ウパ ドキ ア 泊 


ー ロ IX ス の うみ 際 


中 気球 か ら 見 る カッ パ ド キ ア ( 別 途 代金 ) 
E ち 引当 カ ッ パ ドキ ア 観 光 【6IS]5i 
カイ マク ル 地 下 都 市 、@ パ シャ バー、 
ギョ レ メ 野 外 博物 館 、@ 暗 間 教 会 

6 途中 、 ト ルコ 石 ・ 陶 器 工房 へ 


時 補間 詳 (|) ベ リー ダン ス デ ィ ナ ー シ ョ ー 
resa。 嘆 ② 洞 窟 ホ テル で の 夕食 後 、 ゆ っ た り ス テイ 
「 り 歩く 度 E 形 / 必 AE あの =| 


HAI HK 更 計 誕 テ NN ニッ 


MINITE'3 
VMINI 感 半 のみ 隊 


局 カイ セリ また は ネ ブ シ ェ ヒ ル へ 
き 空 路 .- イ スタ ン ブ ー ル へ ここ が ポイ ント ! 
着 後 、 イ スタ ン ブ ー ル 市 内 へ 騙 な 9 
『4 三宮 ヨイ スタ ン ブ ー ル 上 市 街 観 光 ( 総 32M6BEI に ij 
ブル ー モ スク 、 〇 ヒッ ポ ド ロ ー ム 、@ ス レイ マニ エモ スク 
ボス ポラ ス 海 峡 を 望む お レスト ラン で ディ ナー 

(E 下 2) 了 イス タン ブー ル 泊 


( 烏 計 臣 ) 一 
な kaz み <KS 


旨 則 須 に もり 当 イス タン ブー ル 旧 市街 観 光 【 総 391Sii) 

@ ア ヤ ソ フィ ア 、 約 9 年 ぶり に 再 OPEN し た 宝物 庫 へ も ご 案内 ! 
@ ト プ カ ブ プ 宮殿 (ハレ ム 含 む )、@ 地 下 宮殿 、@ グ ラン ド バ ザ ー ル 、 
〇 エジプシャン バザー ル 

昼食 は ト プ カ プ 宮殿 内 に ある 伝統 的 な オス マン トル コ 料 理 の 
レス トラ ン に て カル ヌ ヤ ルッ ク (ナス の 肉 詰め ) を どう ぞ 

4 ボス ポラ ス 海 峡 ク ルー ズ 國 

タ 食 は 金 角 湾 を 臨む 地元 の 有名 店 HAMDI レ スト ラン に て 、 

ド ネ ルケ バブ と 伝統 的 な お 菓子 バク ラヴ ァ を どう ぞ 

司空 港 へ 中 : 末 引 3 機 中 泊 


ヾ < だ す % ミ き 
SNIN こ りこ すさ 炊 テ 


イス タン ブー ル (02:30) 発 回 空路 、 帰 国 の 途 へ 
羽田 (19:35) 着 着 後 、 解 散 と な り ま す 


UE4 ヨ 1 … 少 し 歩く 【 量 青 引 2)… 歩 く 本 主 引 3]… 


か な り 歩 く (詳細 は P1 参 照 


( 注 1) ト ロイ の 木馬 は 現在 修復 工事 中 の た め 、 足 場 が 組ま れ て いる 場合 が あり ます 。( 注 2) 強風 の 場 
合 は バス また は タク シー に て アク ロ ポ リス まで ご 案内 いた し ます 。( 注 3) パム ッ カ レ の ホテ ル に は 温泉 


プー ル が あり ます 。 ご 希望 の お 客 様 は 水着 と 水泳 帆 を ご 持参 くだ さい 。 
泉 プ ー ル を ご 利用 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
望 の 方 は タオ ル を ご 用 意 く だ さい 。 
クシ ョ ンマ ッ ピ ング ] に 添乗 員 が 同行 いた し ます 。 天候 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 
観光 時 、 女 性 は 髪 を 隠す た め の ス カー フ が 必要 で す 。 
複数 の ホテ ル に 分 か れ て の ご 宿泊 と な る 場合 が あり ます 。 お 部 屋 に より 人 造 


ホテ ル 到 着 時 間 に よ っ て は 温 
( 注 4) 石灰 棚 で は 足 を つけ る こと が で きま す 。 ご 希 
( 注 5) 添乗 員 が 現地 に て お 伺い いた し ます 。「 カ ッ パ ドキ アプ ロジ ェ 
( 注 6) モス ク 
( 注 7) 洞窟 ホテ ル は 部 屋 数 に 限り が ある た め 
告 り や 広 さ 、 設備 が 異な り ま 


す 。 また 窓 の な い お 部 屋 に な る 可能 性 が あり ます 。 洞窟 ホテ ル は カッ パ ド キ ア の 岩 を 利用 し て 造ら れ 


た も の で す が 人 工 的 な 補強 が 行わ れ て お り 、 洞 窟 そ の まま で は あり ませ ん 。 
屋 に よっ て 異な り ま す 。 


( 注 8) 海 の 見 え 方 は お 部 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 
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ギリ シャ 第 2 の 都市 。 アレ クサ ンダ ー 大 王 の 妹 に ちな ん で 


名 付け られ 、 初 期 キ リス ト 教 お よび ビザ ン テ ィ ン 様式 の 建 
築 物 が 見 どこ ろ 。 ア ギ オ ス ・ デ ィ ミ トリ オス 聖堂 は 、 テ ッ サロ 
ニキ の 守護 聖人 ディ ミト リオ ス が 祭 ら れ た ギリ シャ 最大 の ! 
初期 キリ スト 教 の 建物 で す 。 和夫 この 
修作 院 ( イ ※- ジ ) ン 
3 ト 中期 ビザ ン テ ィ ン 直入 の 保 作 と 言 言わ れる 聖堂 と 、 
0 人 7 公 二 6 3 3 ーー ア 1 1 世紀 に 作成 され た フレ スコ 画 が 有名 で す 。 
大 き な も の で は 高 さ 400m も の 岩山 の 上 に 建つ 修道 院 。 の の 
か つて 迫害 を 受け た 修道 償 た ちの 聖 域 で す 。 f 本 


同和 V 退 了 ュー 古代 ギリ シャ 文明 の 象徴 と も いえ る アク ロ ポ リス 。 


か つて 世界 の 中 心 「 大 地 の へ そ ] と 考え られ 、 神託 ゲ 海 の 島々 RM 
( 神 の お 告げ ) が 行わ れ た 聖域 。 AM 


ー ケ 海 の 委 ? 本 % を 放 * 


エー ゲ 海 の 入口 サロ ニコ ス 湾 に 浮か ぶ 美 し い 島 を 巡る 日 帰り クル ー ズ へ 。 
青い 海 と 可愛 らし い 島 々 を 気軽 に 訪れ る こと が で きま す 。 


隊 座 リル テン ン 守 民 ( イ メー ジ ) 


⑮ 石鹸 は お 土産 と し て も 人 気 で す 。 


オリ ー ブ を ヽ 
使っ た 


(イメ ー ジ ) 


て 焼い た 、 グ ラタン や 
ザ ニ ア の よう な 料理 。 


| 

ギリ シャ 名 物 の お 酒 
「 ウ ゾ ]。 透明 な 液体 
が 水 と 混ざる と 真っ 
に 濁る の が 不思議 。 


mm 


(イメ ー ジ ) 


@ 古代 オリ ン ポ ス の 神々 も 食べ た 
と いわ れる は ち み つ は 世界 一 
美味 し いと いわ れ 、 濃 厚 な ギリ 
シャ の ヨー グル ト と も 相性 抜群 ! 


の 6 お 洒 \ 


ギリ シャ は ワイ ン 文 明 


発祥 の 地 と 呼ば れ 、 日 
本 で は 手 に 入ら な い ワ 
イン が 沢山 あり ます 。 (イメ ー ジ ) 


1 1] 。※ 写 真 ほ は すべ て イメ ー ジ で す 。 


@ 潤い パイ 生地 フィ ロ | の 間 に 、 砕 いた ナ 
ッ ツ を 挟ん で オー ブン で 焼き 、 上 か ら 砂 糖 
シロ ッ プ を か けた も の 。 非常 に 甘く 濃厚 。 
トル コ や 中 近東 一 帯 で 人 気 。 


宿 " 7700RRU OO 
奇岩 の 見 える お 部 屋 に 宿泊 


ファ ミッ シ 
当 山小屋 の よう な 可愛 らし い 外 観 で 、 お 部 

| 屋 も 素朴 な 雰囲気 。 ホテ ル の すぐ 近く に 
は 奇岩 が そそ り 立ち 、 お 部 屋 か ら も 眺め る 
こと が で き て 究 囲 気 満点 。 


エデン ( 利 


ホテ ルー 例 ) 


テッ サロ ニキ デル フィ 


エー ゲ 海 に 浮か ぶ 3 つ の 美しい 島 を 巡る 
日 帰り クル ー ズ に ご 案内 ! ( 注 2) 


ム サ カ や ス ブ ラ キ な ど 名 物 料 
理 を ご 賞味 いた だ きま す 。 ま 
た 、 ア クロ ポリ ス の 丘 が 見 える 
レス トラ ン で の 夕食 ( 注 1) に も 

6 5 ご 案内 し ます 。 

アク ロ ポ リス の 丘 (イメ ー ジ ) 

ツア ー 条 件 

較 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : タ ー キ ッシュ エア ライ ンズ 


較 食 事 (機内 食 除く ): 朝 4、 昼 3、 タ 3 較 添 乗員 : 同 行 較 最 


利用 ホテ ル 
ファ ミッ シ 等 (カラ ン バ カ /C ク ラス ) 、 イ ニオ ホス 等 (デル フィ /C ク ラス ) 、 ス タン レイ 等 (アテ 
ネ /B ク ラス ) 


少 催行 人 数 :15 名 


アレ ンジ が 可能 


詳細 は P1 参 照 


日 本 各地 | | 帰国 便 || ビ ジネス 
発着 延長 可能 || クラ ス 


最新 の 
行 代金 5 導 
催行 決定 日 は 
コチ ラ 上 6 


2 の . 95-4 グ .98/ 


行 代金 : 大 人 お 1 人 様 /2・3 名 1 室 利用 /10 月 2024 年 3 月 出発 ) 


※ 燃 油 サ ー チ ャ ー ジ の お 支払 い が 別 途 必 要 で す 。 

※ 国 内 空港 施設 使用 料 ・ 空 港 保安 料 ・ 海 外 空港 諸税 ・ 宿 泊 税 が 別途 必要 と な り ま 
す 。 燃油 サー チャ ー ジ (目安 ): 62.800 71.800 円 (2023 年 9 月 6 日 現在 )。 な お 、 今 
後 変更 され る 場合 が あり ます 。 


商品 コー ド : T-LSG2023 
車窓 観光 


日 時 間 人 @: 入場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 
羽田 (21:55 て 22:35) 発 詳 ( イ スタ ン ブ ー ル 乗 継 ) 
空路 、 テ ッ サ ロニ キ ヘ へ 機 中 泊 


朝 昼 タ 


=ー ト 


テッ サロ ニキ (08:25 て 08:35) 着 

| テッ サロ ニキ 市 内 観光 65 肛 語 0 の 

ギリ シャ 最大 で ビザ ンチ ン 初期 に 建て られ た 了 

| | 腸 界 机 @ ア ギ オ ス ・ デ ィ ミ トリ オス 聖堂 較 

〇 ホワ イト タワ ー、 〇 ロト ンダ 、 〇 ガレ リウ ス 勤 旋 門 上 

鹿 カ ラン バカ へ (235km/ 約 3 時 間 45 分 ) 5d 
カラ ン バ カ 泊 


ーー 
ご 


09:00| 欄 界 世間 基本 訴 還 ( 約 3 時 間 ) 
奇岩 の 上 に そびえ 建つ メデ オラ の 修道 院 郡 を 訪れ 、 
@ 修 道 院 2 ヶ 所 、 〇 5 つの 修道 院 を まとめ て 軸 
<】 見 られ る 絶景 スポ ッ ト へ ご 案内 。 
13.00| 田 デ ルフ ィ へ (250km/ 約 3 時 間 ) 円 
途中 、 ベ ル シ ャ 戦争 の 激戦 地 〇 テル モビ ピュ ライ へ 。 
デル フィ 泊 


きま に 
三 


(00 とぶ! 当 デル ライ 古代 遺跡 観光 (694 訓 
アポ ロン の 神託 が 行わ れ た 俺 デル フィ 遺跡 

@ デ ルフ ィ 博 物 館 

鹿 ア テ ネ へ (185km/ 約 3 時 間 ) 

途中 上 朋 界 遺 瑞 @ オ シオ ス ・ ル カス 修道 院 へ 。 
夕食 は アク ロ ポ リス の ライ ト ア ッ プ が 見 える レス トラ ン 
に て ( 注 1) 


させ ざ ざ 汎 
せい NNJ 汰 


アデ 消 園 


"4 エー グ 海 1 日 クレ ルー ズ 【68 有 LSDM0 ヲ 2) に 朋 
アテ ネ 泊 て 


アテ ネ 市 内 観光 68PUi5ii 
肛 界 遺 黄 @ ア クロ ポリ ス の 丘 ・ パ ル テ ノ ン 神 殿 、 念 新 
アク ロ ポ リス 博物 館 、 第 1 回 近代 オリ ン ピ ッ ク 開 催 地 〇 
パナ シナ イコ スタ ジア ム 、 〇 ゼウス 神殿 、 〇 シン タグ マ 
広場 、 ひ アテ ネ 大 学 、 ひ オモ ニア 広場 

観光 後 、 出 発 まで 自由 散策 

6 (昼食 付 / 別 途 代金 ) 1 
12/20・27 出 発 の み 、 ア テ ネ 市 内 観光 は 4 日 目 ア テ ネ 到 着 後に 
ご 案内 いた し ます 。 ※6 日 目 は 出発 まで 終日 自由 行動 

18:00| 冊 空 港 へ 

アテ ネ (21:05 て 21:45) 発 記 ( イ スタ ン ブ ー ル 乗 継 ) 
空路 、 帰 国 の 途 へ 機 中 泊 


7 羽田 (19:25 て 19:35) 着 着 後 、 解 散 と な り ま す 1 日 


と 巴 OZ は 1 少し 歩く 還流 2)… 歩 く 回 翌 由 3 … か な り 歩 く (詳細 は P1 参 照 ) 


( 注 1) ライ ト ア ッ プ は 時 期 や 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 また 、 お 座席 の 
位置 に よっ て は アク ロ ポ リス の 丘 が 見 えな い 場 合 が あり ます 。( 注 2) エー ゲ 海 クル ー ズ は 天 
候 の 都合 に より 1 島 ま た は 2 島 の み 寄 港 と な る 場合 が あり ます 。 また 、 船 が 欠航 に な っ た 場 
合 は 代案 と し て ミケ ー ネ 遺 跡 観光 に ご 案内 し ます 。( 注 3) 当社 基準 に よる 。 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 
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GOAL 
エド ・ デ ィ ル ご 希望 の 方 は 丘 の 上 の エ 
ド ・ デ ィ ル へ ご 案 内 。 階段 を 
上 る 途中 で 振り 返っ て 眺め 
る ペトラ の 眺望 も 充実 感 が 
あり ます 。 


ロー マ 円 形 劇場 (イメ ー シ 


当 に の 
円 形 劇場 


エル ・ ハ ズ ネ 


エル ・ ハ タ 由 1 状 。 

ハリ ウッ ド 映 画 の 舞台 と な シク (イメ ー ジ ) 

っ た 巨大 な 神殿 。 日 の 光 の 砂岩 の 垂直 な 絶壁 「 シ ク 」。 ナパ バテ ア 人 の ーー 

加 浅 で パラ 色 に 輝く と いう 祭礼 場 跡 や 石像 は 、 ベ トラ が 重要 な 城塞 | 3 
壮 衣 な 建造 物 で す 。 STA RT だ つた 往時 の 生活 を 垣間見 せ て くれ ます 。 ーー | = の cc ニカ ーー 


19 の 丘 に また が る 


由 SMO ヨル ダン の 首都 ア 
ンマ ン 。 近代 的 な ビ 
ル が 立ち 並ぶ 新 市 


街 と ロー マ 時 代 の 
遺跡 が 残る 旧 市 街 
が あり ます 。 


浮遊 体験 (イメ ー ジ ) 


エル サレ ム や 死海 の 大 パ ノ ラ 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 5 マ を 眼下 に 望む ネ ボ 山 は 、 モ ー 
ビザ ンチ ン 時 代 に 建て られ た 教会 が 多く 残る セ が 上 息 を ひき と っ た 場所 と し て 
小さ な 町 。 聖 ジョ ー ジ 教会 に ある 世界 最 古 と 知ら れ て いま す 。 頂上 に は モ 
いわ れ て いる エル サレ ム と 聖地 パレ スチ ナ の ー セ の 伝説 に ちな ん だ 蛇 と 十 
モザ イク 地図 は 必見 で す 。 二 沈 0 E ニ コ スン 


湖面 の 海抜 は マイ ナス 418m と 、 地表 で 最も 
低い 場所 に ある 死海 。 海水 の 塩分 濃度 が 約 
3% で ある の に 対し 、 死 海 の 濃度 は 25% 以 上 
も あり 濃い 塩分 濃度 の た め 、 人 が 入っ て も 沈 
み づ ら く 浮 遊 体験 を 楽し む お こと が で きま す 。 


お も て な し や 特別 な 日 の 料理 と し て も 
食べ られ る 伝統 的 な ヨル ダン 料理 で す 。 
お 肉 と ヨー グル ト 、 沢 山 の 種類 の スパ イ 
ス で 味付け され て いま す 。 ピラ フ の よう 
で 日 本 人 に も 食べ や すい 味付け で す 。 


ラウ: ャ ワル マ 


ち 色とりどり の 砂 を 利 し て ラ ⑳ ナ ツメ ヤシ や くる み 、 ピス タチ オ 、 ゴマ pn ここ と コニー ニコニ ニ ニニ ニニ ーー ニニ ニ ここ こ ニ 
クダ な ど ヨ ル ダ ン に ちな ん だ 絵 が 描か な ど を 使用 し た ヨル ダン を 代表 する お  @⑳ ヨ ル ダ ン で は イチ ジ ク や デー ツ の 牛肉 や 鶏肉 を スパ イス で 味付け し グリ ル し た 


れ て いま す 。 ペ トラ 遺跡 に ある サン ド ボ 菓子 で す 。 ナッ ツ が た くさ ん 入っ た クッ ドラ イフ ルー ツ が 有名 で す 。 日 本 も の を そぎ 切り に し て 、 ト マト や ピク ルス 、 玉 ね 
トル は 着色 され て お ら ず 、 自 然 の まま の キー や 、 デー ツ の ジャ ム を 包ん だ クッ キ で 買う より も 安い 場合 が 多い の _ ぎ な ど と 一 緒 に パン で 巻い た も の 。 現地 で よ 
| 色 砂 を 利用 し た 貴重 な も の も ! ー な ど お 土 産 に ビ ピッタリ! も うれ し い ポ イン ト で す 。 く 食べ られ る ヨル ダン の 国民 食 の 一 つ で す 。 


1 3 。 ※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


カタ ー ル 航空 利用 [燃油 サー チャ ー ジ な し ] NRR 急 当 PD 


グ 7.95 ヵ 7-29.987 


行 代金 : 大 人 お 1 人 様 /2・3 名 1 室 利 用 /10 月 2024 年 2 月 出発 ) 
※ 旅 行 代金 に 燃油 サー チャ ー ジ は 含ま れ て お り ま す 。 
※ 今 後 、 航 空 会 社 の 申請 に より 燃油 サー チャ ー ジ が 増減 また は 廃止 され た 際 も 
旅行 代金 の 変更 は あり ませ ん 。 


商品 コー ド : TLLAJ0011-HND 
人 @: 入場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 朝 昼 夕 


羽田 (22:00~ 翌 01:00) 発 話 ( 乗 継 ) 
空路 アン マン へ 機 中 泊 


アン マン (12:10 て 12:15) 着 
着 後 、 員 ペトラ へ 


1、 二 Sc / ー 陣 還 還 _ (240km/ 約 3 時 間 30 分 ) 
: 商 | 下 守 起 ペトラ 遺跡 / エ ル . ハ ズ ネ 神殿 < 本 XP ラ 泊 


08:00| 過 民 界 遺産 話 委 4 衣 詳 更 還 ( 約 6 時 間 ) 

シク ( 岩 の 裂 け 目 ) を 抜け て 〇 エル ・ ハ ズ ネ 神殿 、 

〇 ロー マ 円 形 劇場 、 〇 王家 の 墓 へ ご 案内 し ます 。 
また 、 ご 希望 の お 客 様 に は 〇 エド ・ デ ィ ル ( 注 1 ) へ も 
徒歩 に て ご 案内 し ます 。 

昼食 は 肘 界 遺 症 ベト ラ 遺 跡 内 レス トラ ン に て ご 用 意 
届 イ スラ エル と の 国境 に ある 死海 へ 
(210km/ 約 3 時 間 ) 

17:30| ホテ ル 着 


本 で 叶 連 食 NI ナ ス 


3] 死海 泊 


出発 まで 自由 行動 
各自 、 死 海 浮遊 体験 ( 注 2) を お 楽し みく だ さい 。 
届 マ ダバ へ (40km/ 約 50 分 ) 
| マタ バ 観 光 【 人 Q 肛 語 記 ) 
古代 パレ スチ ナ の モザ イク 地図 が 残る 
@ 聖 ジョ ー ジ 教会 、 モ ー ゼ 終 聞 の 地 〇 ネ ボ 山 で は 、 
頂上 に ある 〇 モー ゼ メ モリ アル 教会 を 見 学 。 
昼食 は 、 ヨ ル ダ ン 伝 統 料理 マン サフ を ご 用 意 
届 ア ンマ ン へ (35km/ 約 50 分 ) 
【 呈 3 遇 1 兄 ジ マン 泊 


巨大 な 都市 遺跡 ペトラ に 次 ぐ ヨ ル ダ ン 最大 の 遺跡 
三界 届 思 ベト ラ 遺 跡 観光 ジェ ラ シ ュ 遺 跡 


重く ささ 貼 


22 ご | 
イー 


1000| 全員 人 衣 居 置 ( 約 2 時 間 ) 
本 高 800m の 丘 の 上 に 造ら れ た 城跡 借 ア ンマ ン 城 、 
9 ニン ヨル ダン 各地 か ら 収 集 され た コレ クシ ョ ン が 展示 され 
て いる 人 学 R 
6 た 人 な 形 を 残す つ ロ ー マ 円 形 場 へ 内 
に いい と ry 2 h3P4 
ネ ボ 山 ・ モ ー ゼ メモ リア ル 教 会 マダ バ 観 光 昼食 は 、 シ ャ ワル マ を お 召し 上 が りく だ さい 
15:30| 鹿 ヨル ダン 北部 の 見 どこ ろ と 言わ れる ジェ ラ シ ュ へ 
海 で は リゾート ホテ ル に 宿泊! 5 (40km/ 約 1 時 間 ) 
先導 2 に 宿 折 ペトラ に 次 ぐ ヨ ル ダ ン 最 大 の 遺 中 
3 日 目 齋 の | ジェ ラ シ ュ 遺 跡 観光 【6S 有 liK10 の 9) 
ー 生 に 一 SA 届 ア ンマ ン へ (40km/ 約 1 時 間 ) 
で は 「 浮 遊 体 双 途中 、 地 元 の スー パー マー ケッ ト ま た は 
お 楽し みく だ Ne ショ ッ ピ ング モー ル へ 立ち 寄り ます 。 
21:30| その 後 、 風 空港 へ 


HANISH 下 計 論 アメ 
は ざ く る 咽 季 


NNEt4 
な NNIE み <IS 


UE 2| 機 申 泊 
アン マン (02:25… 02:45) 発 か ( 乗 継 ) 

ヨル ダン 名 物 「 シ ャ ワル マ ( 肉 の 是 焼 き ) 2E 

折 全 時 料 電 2 ジフ 」 が トー 坦 羽田 (22:25 て 23:30) 着 
名 物 料 理 合 む 10 回 の 全 ド 信和 


歩く 度 りく 度 回 2 の 視 ゆく 店 し 


歩く … か な り 歩 く (詳細 は P1 参 照 ) 


( 注 1) ベト ラ 遣 跡 の エド ・ デ ィ ル 観 光 は 、 時 間 が な い 場合 や 天候 に より ご 案内 で き な い 
MFP 画 食 事 ( 機 内 食 除く ) : 朝 3、 昼 3、 タ 4 場合 が あり ます 。 

添乗 員 : 同 行 園 最少 催行 人 数 :15 名 ( 注 2) 死海 に 入る 場合 は 水着 を ご 持参 くだ さい 。 また 高波 や 天候 、 現地 事情 に より 
利用 ホテ ル 入れ な い 場 合 が あり ます 。 
エド ム 等 (ペトラ /C ク ラス ) 、 デ ッ ド シー スパ 等 (死海 /B ク ラス ) 、 ク ラウ ンプ ラ ザ 等 (アン マン ー ーー ーーーーー - 
/B ク ラス ) 当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 1 4 


エミ レー ツ 航 空 利 用 [燃油 サー チャ ー ジ 込み ] 


モロ ッ コ ハイ フラ イト 10 曲 


4 絶景 ・ MM 


l 四国 砂漠 の 町 「 メ ルズ ー ガ 」 で 星空 ・ 朝 日 を 観賞 ! 
- | 目 の 前 に 砂漠 が 広 

が る ホテ ル 。 宿 泊 す 
る か ら こ そ 、 朝 日 だ け 
で な く ホ テル か ら 星 
NN 壮観 賞 も お 楽し みい 
- た だ け ま す 。( 注 1) 
モハ ユ ッ ト / 利 用 ホテ ルー 例 


フェ ズ ・ 本 2 是 泊 


フェ ズ で は 19 世 紀 の 邸 宅 を 改装 し た プチ ホテ ル 
| 3・4 日 目 | ES 
oc) 『 リ ヤ ド 』 ア レン ジ プ ラ ン も に ご 用意 (別途 代金 ) 


サバ ラ 砂 漠 の 朝日 (イメ ー ジ 


最大 5 つの 世界 道産 を 含む 充実 の 9 都市 周遊 


日 目 0 WAN 


ーー で で: 
※8 日 目 滞 在 プ ラン ① 選 択 時 
食 名 物 料理 や 旧 市 衡 の 特典 
骨 可 典 風 レ スト ラン ドド に お たり の を 委 り ー 
で の 食事 を 含む バブ ーシュ プレ ゼン ト 
全 20 回 の 食事 付 4 日 目 夕食 は お ふた りー ーー 
1 日 1 本 ミネ ラル ウォ ー タ ー 付 (2 て 8 日 目 ) 1 ME 拓 
ツア ー 条 人 
ELEHEPE 会 社 : エ ミレ ー ツ 航空 画 食 事 (機内 食 除く ): 朝 7、 昼 6、 タ 7 


添乗 具 : 同 行 還 最 少 催行 人 数 :10 名 

利用 ホテ ル 

プレ ステ ー ジ 等 (ティ トゥ アン /C ク ラス ) 、 ラ マダ 等 (フェ ズ /A ク ラス ) 、 モ ハ ユ ッ ト 等 (メル ズー 
ガ /C ク ラス ) 、 ラ ペル ルド ュ ス ッ ド 等 (ワル ザ ザ ー ド /C ク ラス ) 、 ア ダム パー ク 等 (マラ ケシ ュ / 
A ク ラス ) 


1 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


アレ ンジ が 可能 議 | 隔 Wa 了 地 人 油 芝 史 
詳細 は P1 参 昭 議 層 合流 肝 


の 街 」 シ ャ ウエ ン 含 む 最 大 9 都市 周遊 


ひ り -. 95 ヵ 49.95 


行 代金 : 大 人 お 1 人 様 /2・3 名 1 室 利用 /11 月 2024 年 3 月 出発 ) 
※ 旅 行 代金 に 燃油 サー チャ ー ジ は 含ま れ て お り ます 。 
※ 今 後 、 航 空 会 社 の 申請 に より 燃油 サー チャ ー ジ が 増減 また は 廃止 され た 際 も 
旅行 代金 の 変更 は あり ませ ん 。 
※ 国 内 空港 施設 使用 料 ・ 空 港 保安 料 ・ 海 外 空港 諸税 が 別途 必要 に な り ま す 。 


商品 コー ド : TLMCM2002 


@: 下車 ・ 外 観 観光 〇 : 車窓 観光 朝 昼 タ 


入場 観光 〇 : 
日 | 選 田 (22.30) 発 回 ( 乗 継 ) 空路. カサ ブラ ンカ へ 機 中 治 


カサ ブラ ンカ (13:10) 着 
局 テ ィ ト ゥ アン へ (375km/ 約 5 時 間 ) 1 1 
ティ トゥ アン 泊 
IE ば: 当 テイ トゥ アン 観光 69 
O ひ 旧 市 街 ( ス ー ク )、 〇 新 市 街 
出 シ ャ ウエ ン へ (70km/ 約 1 時 間 30 分 ) 
| シャ ウエ ン 市 内 観光 (5 語 直 Ei0 の 2 
昼食 後 は ご 自由 に 散策 を お 楽し みく だ さい 。 
届 フ ェ ズ へ (198km/ 約 4 時 間 ) 【 呈 引 2] フェ エズ 泊 
E 放 = 旦 当 フェ スズ 上 市街 観光 【%3= 
ブー イナ ニア 神学 校 、 〇 王宮 、 〇 ブー ジュ ルー ド 門 、 
〇 タン ネリ ( 革 な めし 職人 地区 )、③ カ ラウ ィ ン モ スク 、 
O 旧 市 街 を 見 渡す 写真 スポ ッ ト 
フェ ズ 泊 
盛 メ ルズ ー ガ へ (460km/ 約 8 時 間 ) 
アト ラス 山脈 を 越え 、 サ ハラ 砂漠 入り 口 の 街 メ ルズ ー ガ へ 
途中 、 高 原 リ ゾー ト の 〇 イフ レン 、 〇 ミ デ ル ト へ 
メル ズー ガ 泊 
( 注 1) 
記 ワ ル ザ ザー ド へ (347km/ 約 7 時 間 ) 
途中 、 モ ロッ コ の グラ ンド キャ ニオ ン と 呼ば れる 
〇 トド ラ 渓 谷 へ ワル ザ ザ ー 
鹿 ア イト ・ ベ ン ・ ハ ッ ド ゥ へ (37km/ 約 45 分 ) 
睡 界 遺産 ZSASZ2A4 駒 ( 約 1 時 間 15 分 ) 
中 世 の 隊 商 都市 で 、 レ ン ガ 造り の 要 寒 の よう な 村 を 訪問 。 
過 マ ラ ケ シ ュ へ (171km/ 約 3 時 間 40 分 ) 
途中 、 テ ィ シ カ 峠 に て 昼食 
E5 当 マラ ケシ ュ 旧 市 街 観 光 【6GE】5i 
@⑯ バ ヒア 宮殿 ( 注 2)、③② ク トゥ ビア 、 〇 ジャ マエ ルフ ナ 
広場 ぐ @ ス ー ク マラ ケシ ュ 泊 
プラ ン ① 海 辺 の 町 エッ サウ ィ ラ 観光 
08:00 面 エッ サウ ィ ラ へ (174km/ 約 3 時 間 30 分 ) 
E 守 半 ヨ エッ サウ ィ ラ の メデ ィ ナ 観光 & 自 由 行 動 【6GK 二 店 


〇 スカ ラ と 北 槻 人 の 展望 台 、④⑳ ム ー レ イエ ル ハ ッ サ ン 広 場 
16:00 亡 マ ラ ケ シ ュ へ (174km/ 約 3 時 間 30 分 ) 


プラ ン ② マ ラ ケ シ ュ 自 由 行 動画 ハ マム 体験 (別途 代金 ) ル 
マラ ケシ ュ 泊 

出力 サブ ラン カ へ (240km/ 約 3 時 間 ) 

| カサ ブラ ンカ 市 内 観光 ( 紀 以 0 の 

〇 ハッ サン 2 世 モ スク その 後 、 還 空 港 へ 日 

カサ ブラ ンカ (15:05) 発 図 ( 乗 継 ) 

空路 、 帰 国 の 途 へ 機 中 泊 

成田 (17:20) 着 着 後 、 解 散 と な り ま す 日 

た 軒 UE4 邊 1 少し 歩く 【 還 4 2] 歩く 【 証 計 3| … か な り 歩 く (詳細 は P1 参照 ) 

( 注 1) 天候 な ど に より 朝日 星空 を ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。( 注 2) バ ヒ ア 宮 殿 は 

現在 も 使わ れ て いる 宮殿 の た め 王 室 や 国 寅 滞 在 中 は 入場 が で きず 、 保 安 上 の 理由 か ら 日 


程 は 予め 公表 され ませ ん 。 入場 不可 の 場合 は 代替 の 入場 観光 へ ご 案内 し ます 。 また 一 部 
改装 中 と な り 、 全 景 が ご 覧 いた だ け な い 可能 性 が あり ます 。( 注 3) 当社 基準 に よる 。 


ーHlIX の ひみ 人 | ( 放 藻 弄 )HVH 


ーHIIX@ め 科 | 咽 逆 入る 


ド 消 に 


可 ご ぇ ご 
ー ロ llX ゅ ひみ 了 


ご で と テキ せ 


i ご 由 


( 記 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


エ テ ィ ハ ド 航 空 ・ エ ミレ ー ツ 航空 利用 [燃油 サー チャ 


大 満 串 モ ロッ コ 8H 


寺 
寺 


アレ ンジ が 可能 


込み] 


| 


詳細 は P1 参 照 


「 青 の 街 」 シ ャ ウエ ン & 夏 漠 の オア シス に 和 宿泊! サハ ラ 砂 漠 で は 感動 の 朝日 観賞 へ 


| 克 力 あふ れる 8 部 市 と 最大 4 つの 世界 追 産 へ 


※ エ ミレ ー ツ 航空 利 AMOSKG 目 ) へ ご 案内 。 


od コ 
マラ ケシ ュ 


電電 
本 計 そ 3 ジ ) 一 削 


舞い 由 アイ ド S ペ ジン パウ ドウ (区 三 シ ) 


レン ガ 造 り の 要塞 村 
アイ ト ・ ベ ン ・ ハ ッ ド ゥ 


お と ぎ 話 の 舞台 の よう な 
人 気 の } 斉 い 科 」 シャ ウエ ン に 宿泊! 
翌朝 は 人 通り の 少な い 朝 か ら 
市 内 の 観光 & 散 策 を お 楽し みく だ さい 。 
エル フー ド 
砂漠 の オア シス に ある ホテ ル に 宿泊 
に 4 シン 4 ジィ 
最終 日 は デラ ックス クラ ス ホ テ ル ( 注 3) 


__。 フェ ズ で は 宮殿 を 改装 し た 
3 日 目 
er) EBI 『 リ ヤ ド 』 ア レン ジ プ ラ ン も に だ 用 意 


ジャ ウ ョ ジジ (<@ 二 ジ ) 


別途 代金 ) 


名 物 料 理 や リヤ ド 風 レス トラ ン 見 

本 で の 食事 な ど を 含む 
最大 15 回 : の 食事 付 

1 日 1 本 ミネ ラル ウォ ー タ ー 付 (2 ~6 日 目 ) 


※ エ ミレ ー ツ 航空 利用 日 は 14 回 


の アン 


ツア ー 条 件 
画 日 本 発着 時 利用 航空 会 社 : エ ティ ハ ド 航 空 ま た は エミ レー ツ 航 空 
= に NR 朝 5、 昼 5、 タ 5 (エミ レー ツ 航 空 利用 日 : 朝 5、 昼 4、 夕 5) 
添乗 具 : 同 行 較 最 少 催 行人 数 :10 名 
利用 ホテ ル 
シャ ウエ ン 等 (シャ ウエ ン /C ク ラス )、 ム ニア 等 (フェ ズ /C ク ラス ) 、 ベ レー ル 等 (エル フー ド / 


2 の . 95 98 


行 代金 : 大 人 お 1 人 様 /2・3 名 1 室 利用 /10 月 2024 年 3 月 出発 ) 
※ 旅 行 代金 に 燃油 サー チャ ー ジ は 含ま れ て お り ます . 
※ 今 後 、 航 空 会 社 の 申請 に より 燃油 サー チャ ー ジ が 増減 また は 廃止 され た 際 も 
旅行 代金 の 変更 は あり ませ ん . 
※ 国 内 空港 施設 使用 料 ・ 空 港 保安 料 ・ 海 外 空港 諸税 が 別途 必要 に な り ま す 。 


商品 コー ド : THMCM2023-8 

@ : 入場 観光 〇 : 下車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 朝 昼 タ 

エ テ ィ ハ ド 航 空 利用 日 エミ レー ツ 航 空 利用 日 ( ま 4) 

成田 (15:55 て 17:15) 発 回 | 成田 (22:30) 発 器 ( 乗 継 ) 
( 乗 継 ) 空 路 : カ サブ ラン カ へ | 空路 、 カ サブ ラン カ ヘ へ 

機 中 泊 機 中 泊 


カサ ブラ ンカ (07:30 て | カサ ブラ ンカ (13:10) 着 
08:10) 着 亡 ラ バト へ | 還 シャ ウエ ン へ 

隊 界 遺 商 (362km/ 約 6 時 間 ) 

( 約 1 時 間 ) 〇 ムハンマド | 
5 世 の 霊 遍 、 〇 ハッ サン の 塔 
盛 シャ ウエ ン へ 


日 時 間 


(g 墜 )A 机 MI テア で 


241| ジャ ヤ ウ エ ン 泊 


| シャ ウエ ン 市 内 観光 & 各 自 散策 【6SEsii 
〇 メデ ィ ナ 、 〇 ハマ ン 広 場 、③ グ ラン ドモ スク 
昼食 後 、 負 フェ ズ へ (198km/ 約 4 時 間 ) 
フェ ズ 泊 


則 界 遺産 ( 約 3 時 間 30 分 ) 

@⑯ ブ ー イ ナニ ア 神 学校 、 〇 タン ネリ ( 革 な めし 職人 地区 )、 

〇 カラ ウィ ン モ スク 、 の 王宮 、 〇 ブー ジュ ルー ド 門 、 

〇 I 旧 市 街 を 見 渡す スポ ッ ト 

昼食 は リヤ ド 風 レス トラ ン に て 

名 エル フー ド へ (41 5km/ 約 7 時 間 30 分 ) 

途中 、 高 原 リゾ ー ト 〇 イフ レン 、 〇 ミ デ ル ト へ ご 案内 
エル フー ド 泊 

4WD に 分 乗 し メル ズー ガ へ (60km/ 約 1 時 間 ) 

時 き 2 痕 サハ ラ 砂 漠 の 大 砂丘 で 朝日 観賞 委 人 

呈 ワ ル ザ ザー ド へ (347km/ 約 7 時 間 ) 

途中 〇 トド ラ 渓 谷 へ ご 案内 ワル ザ ザ ー ド 泊 


旧 界 遺 商 ( 約 1 時 間 ) 
呈 マ ラ ケ シ ュ へ (185km/ 約 4 時 間 30 分 ) 

則 界 遺産 ( 約 3 時 間 ) 

※ 現 地 に て 自由 行動 選択 可 

マジ ョ レル 旗 園 、@ バ ヒア 宮殿 ( 注 2) 、 

〇 クト ゥ ピア の 塔 、 ひ ジャ マ ・ エ ル ・ フ ナ 広 場 、 

〇 スー ク 、 〇 メデ ィ ナ マラ ケシ ュ 泊 


瑞 空 港 へ (240km/ 約 3 時 間 ) | 思 カ サブ ラン カ ヘ へ 

カサ ブラ ンカ (09:10 

09:45) 発 話 ( 乗 継 ) ( 約 1 時 間 ) 介 ハッ サン 2 世 モ スク 

空路 、 帰 国 の 途 へ カサ ブラ ンカ (15:05) 発 
機 中 泊 | ( 乗 継 ) 機 中 泊 


成田 (12:35 て 13:05) 着 | 成田 (17:20) 着 
着 後 、 解 散 と な り ま す 着 後 、 解 散 と な り ま す 
EE31)… 少 し 歩く 742]… 歩 < 畔 3) … か な り 歩 く (詳細 は P1 参 照 ) 


ユニ す 


玉山 で 画 克 さ こ 
に | 


HNISHCA で コキ 


ーH ロ IX ス の 2 階 


ANS 半 


( 注 1) 天候 な ど に より 朝日 を ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。( 注 2) バ ヒ ア 宮殿 は 現在 も 
使わ れ て いる 宮殿 の た め 王 室 や 国 寅 滞 在 中 は 入場 が で きず 、 保 安 上 の 理由 か ら 日 程 は 予 
め 公 表 さ れ ま せん 。 入場 不可 の 場合 は 代替 の 入場 観光 へ ご 案内 し ます 。 また 一 部 改装 中 
と な り 、 全 景 が ご 覧 いた だ け な い 可能 性 が あり ます 。( 注 3) 当社 基準 に よる 。( 注 4) エミ レー 
ツ 航 空 利用 日 は 一 部 行程 ・ 食 事 回 数 が 異な り ます 。 対象 出発 日 等 詳し く は WEB ペ ー ジ を ご 
参照 くだ さい 。( 注 5) エ テ ィ ハ ド 航 空 利 用 日 の み の ご 用 意 と な り ま す 。 


C ク ラス ) 、 ラ ・ パ ルム レ 等 (リル ザ ザ ー ド /C ク ラス ) 、 ア ダム パー ク 等 (マラ ケシ ュ /A ク ラス ) 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 
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中 


回 図 
圏 圏 


$ 純 白 の 石灰 棚 


@ ぐ セル ジュ ー ク 朝 の 都 


ぐ 奇 岩 群 の 絶景 広がる 


胃 四 
國 較 


$ 古 代 都 市 の 遺跡 


胃 四 
國 較 


| 


一 (イメ ー ジ ) 


エジプト 


人 トル コ | 


2023 年 に 

オー プン 予定 ! 
ツタ ンカ ー メ ン 王 
の 黄金 の 秘宝 が 
収め られ る 
ca 


PPPRSPT 
1 ッ ド 世 ? 
ー スフィンクス 観光 


ギザ の ピラ ミ 


メン フィ ス 博 物 館 入場 
サッ カラ ・ ダ ハシ ュー ル 


ば 凡 カ イロ 歴史 地区 


イス タン ブー ル 


層 恒 
國民 


で は 
ハレ ム に も ご 案内 


※ 写 真 は すべ て イメ テージ で す 。 


品 が あり ます 。 ※ 国 内 空 


 ※ 国 内 空港 施 婦 使 用 料 な ど 、 海 外 空 
訟 手数 料 お よび 宿泊 税 が 別 


男 % 


円 (2023 年 9 月 6 日 現在 ) 。 


途 必 要 と な り ま す 。 


カッ パ ド キ ア で は | 


地形 を 生か し た 


に 2 連 泊 ! 


その 他 の 宿泊 は 
(当社 基準) 


ワイ ナリ ー が 点 在 する 


シリ ンジ ェ 村 で は 


や その 土地 な ら で は の 
を を 含む 


溢 


安 ): 68. 800~77.800 円 


] (2023 征 9 月 6 日 現 在 )。 な お 、 
港 施設 使用 料 な ど 、 海 外 空 


港 諸税 : 航 


洞窟 ボテ ル ( イ メニ ジ 2) 


その 他 の 宿 泊 は 


(当社 基準 ) 


信 商 品 コ ー ド TI-LIT3001 


日 程 


人 @: 入 場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観 光 〇 : 車 窓 観光 食事 / 宿 泊 


(10:15) 発 ヶ ( 乗 継 イズ ミー ル (22:10) 着 


【 ク シャ ダス 泊 】 


: 軸 エ フェ ソス へ 


『 陣 障 呆 | 


( 約 1 


数 多く の ワイ ナリ ー が 点 在 し て いま す 。 その 後 、 


区 
ここ 海 最大 


リン ジェ 村 の 


し い 景 観 で 知ら れる シリ ンジ ェ 村 は 、 果 物 の 生産 も 盛ん で 


持 間 30 分 ) 
賜 模 の 但 エ フェ ソス 遺跡 同 シ リン ジェ へ 


午後 : 賠 アフ 
夕刻 : 硬 開 軒 呈 
届 パ ムッ カレ へ 


ディ シア ス ヘ へ 


革製品 店 へ 


( 約 1 時 間 ) 
| 開 悦 多 【 パ ムッ カレ 泊 】 


F 前 : 屋 隊 障 際 


3 賠 コ ン ヤ へ 


F 後 : ( 約 1 時 間 ) 
@ メ ヴ ラ ー ナ 博物館. ふつ イン ジェ ・ ミ ナー レ 神 学校 0 
過 カ ッ パ ドキ アヘ へ 


| ツ あ く 度 


( 約 1 時 間 30 分 ) 
い 結 晶 で 覆 わ れ た 人 石灰 棚 、@ ヒ エラ ボリ ス の 遺跡 


隊 


朝 同 | 


外 【[ カ ッ パ ドキ ア 泊 】 | の | 


朝 : 叫 気球 か ら 見 る カッ パ ド キ ア (5 


界 障 療 


ギョ レ メ 野 外 博物 館 トル 


( 約 5 時 間 ) 連 
下 8 階 分 も ある 借 カ イマ クル 地下 都市 、@ パ シャ バー、 | 販 


途 代金 ) の 


和 


めこ と 陶器 工房 


| ン ま く 度 E 


朝 同 | 


外 【 カ ッ パ ドキ ア 泊 】 


男 〇 園 | 較 


らく だ 岩 、 〇 三 姉 妹 の 岩 


食後 、 軸 アン カラ へ 
世界 最大 級 の モス ク で 美しい シャ ン 
徴 の 但 コ ジャ テ ペ モス ク 8| 剛 属 負 【 ア ンカ ラ 泊 】 


( 約 2 時 


間 ) 


デリ ア が 


: 局 イ スタ ン ブ ー ル へ 


障 族 


( 約 6 時 間 ) 
ヤ ソ フィ ア 、 1 スン ド バ ザ ー ル 


ブル ー モ スク 、 


攻 詩 3) 過 司 久 【 イ スタ ン ブ ー ル 泊 】 


前 : 出発 まで 自由 行動 


ボス ポラ ス 海 峡 ク ルー ズ ( 別 途 代金 ) 
港 へ イス タン ブー ル (15:20) 発 話 ( 直 行 ) 
ご 路 、 帰 国 の 途 へ 


械 【 機 中 泊 】 


(条件 ) 


(08:30) 着 着 後 、 解 散 


中 当 1 少し 歩く WE 江 48) 


歩く WE 下 38} 


か な り 歩 く 


賠 : タ ー キ ッシュ エア ライ ンズ 


: ル ・ ブ ル ホ テル 等 (クシ ャ ダス ) 、 


パム テル マル 等 (バム ッ カ レ ) 、 ウ チ ヒ サ ル ・ カ ヤ ・ ホ テル 等 洞窟 ホテ ル ( カ 
ッ パ ドキ ア ) 、 シ ェ ラ ト ン 等 (アン カラ ) 、 


ん 。 


ジェ ラ ト ン タキ 5 (スタ ンー 
ル ) ※ お 部 屋 か ら の 眺望 は 部 屋 に より 異な り ま す が 、 


ご 指定 は 承れ ませ 


: 朝 6 昼 5 夕 5 (機内 食 除く ) 園 : 


同行 


剛 : 15 名 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 
「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


人 @: 入 場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 食事 / 宿 泊 
(10:15) 発 み ( 乗 継 ) 空路 、 カ イロ へ 


全 商 品 コ ー ド TI-LCT0003 


(20:30) 着 着 後 軸 ギザ ホテ ル へ 


【 ギ ザ 泊 】 


途 


064 計 間 ) ギ ザ の 3 大 ピラ ミ 
注 
の ビラ ミッ ド 、 〇 スフィンクス 、 〇 パノラマ ボイン ト へ 
午後 : 
@ メ ン フ ィ ス 博物 館 、 介 ジョ セル 王 の ピラ ミッ ドコ ンプ 
レッ クス 、 〇 赤 の ピラ ミッ ド 、 〇 屈折 ピラ ミッ ド へ 


敵国 還 国 隊 


)、 〇 カフ ラー 王 の ピラ ミ 


中 、 名 産品 の 香水 店 へ ご 案 


ッ ド @ ク フ 王 の ピラ ミッ ド 


ッ ド 、 


内 


本 ナイ ル 川 ディ ナー クルーズ (別途 代金 ) 
WE4H3 


〇 メン カウ ラー 王 
( 約 3 時 間 ) 


調 屋 多 【 


ギザ 泊 】 


の 


前 : 


昼食 は 


午後: 下 革 軒 
〇 ハン ハリ ー 


観光 後 、 ギ ザ へ 


リバ ザー ル 
中 、 パ ピル ス 店 へ ご 案内 


( 約 2 時 間 ) 
2023 年 オー プン 予定 の 人 大 エジプト 博物 館 ( 注 2) へ 
(エジプト の ハン バー グ ) 


( 約 


| り 歩 く 度 幅 衣 | 司 


1 時 間 ) 


天 剛 Qi ( 憶 出 区 ) モ 呈 結 NISNNSNI 由 


【 ギ ザ 泊 】 


: 司空 港 へ カイ ロ 発 か ( 乗 継 ) カ イセ リ へ 
印 着 後 、 カ ッ パ ドキ ア の 洞窟 ホテ ル へ 


開 劉 【 カ 


ッ パ ドキ ア 泊 】 


早朝 : 


世 卓 障 産 


0 


6 時 間 
旬 カ イ マク ル 地 下 都 市 、@ ギ ョ レ メ 野 外 博物 館 (暗闇 教 
会 は 除く )、 〇 パシ ャ バー、 〇 ラク ダ 岩 、 〇 3 姉妹 の 岩 へ 


途 


中 、 紋 物 


房 、 ト ル 


夕刻 
の 日 観 


2 トス ポッ 


石 店 へ ご 案内 


途 代金 ) 


RS 人 


「 ロ ー ズ バレ ー」 か ら 


賞 へ ご 案内 【 還 記 ヨ 3] 識 屋 | 負 【 カ ッ パ ドキ ア 泊 】 


着 後 、 皿 琶 較 


朝 : 鹿 カ イセ リ 空 港 へ カイ セリ 発 な イス タン ブー ル へ 


@ ト プ カ プ 宮 典 ( ハ レム 含む )、 〇 アヤ ソフ ィ ア 、 介 ブル ー モ 
スク 、 〇 アラ スタ バザー ル 


( 約 3 時 間 ) 


へ 
2| 過 悦 久 【 イ スタ ン ブ ー ル 泊 】 


イス タン ブー ル で は 


へ ご 案内 


2 ケ ヶ国 の 名 物 


チキ ン & コ フタ 
(イメ ー ジ ) 


た KA 


ーー 


/ プ シャ ン ・ バ ザー ル 途中 、 
後 、 硬 空港 へ イス タン ブー ル (15:20) 発 回 (直行 ) 


( 約 1 


持 間 ) 
革製品 専門 店 へ ご 案内 


中 認 ヨ 1) 互 【 機 中 泊 】 


E 路 、 帰 国 の 途 へ 


(08:30) 着 着 後 、 解 散 


(条件 ) 
チ ヒ サ ル ・: カ ヤ ・ ホ テル 等 (カッパドキア) 、 


1 少し 沙 く 【 還 4 歩く 【 還 3 か な り 歩く 


: タ ー キ ッシュ エア ライ ン 災 


固 : ビ ラミ ッ ド バー ク 等 (ギザ ) 、 ウ 
エル シン ト プ カ ブ プ 等 (イスタンブ 


ー ル ) 


: 朝 6 昼 4 夕 5 (機内 食 除く ) 園 : 


同行 


剛 :15 名 (※1) クフ王 の 


ビラ ミッ 


ツタ ンカ ー メ ン の マス ク 等 が ご 


が 閉鎖 され た 場合 は 、 他 の 


ピラ ミツ 
ー プ ン 状 況 に 応じ て 考古 学 博物 館 へ ご 案内 。 移送 な どの 現地 事情 に より 
覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


ド へ ご 案内 し ます 。(※2) オ 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 
「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


エジプト 考古 学 博物 館 よ り 

に 9 移送 され た 
2023 年 に 一 、 ミイ ラ 室 」 へ 

ォ ー プ ン 予 定 ! - 境 エ ジ プ ト 国立 

ツタ ンカ ー メ ン 王 の 文明 博物 館 


黄金 の 秘宝 が JJ 縛 還 還 和 on 
収め られ る 章 際 | 階段 ピラ ミッ ド 
予定 の 中 路 な ど 
大 エジプト 博物 館 【 巡 2 
再 謙 ク フ モ ピラ ミッ ド 入 場 ( 注 1) 
ml ギザ の ビラ ミッ ド SEE 

スフィンクス 観光 剛 還 モハ メド アリ モス ク な ど 請 時 革 四 E3 

ミッ ド が 見 える 
レチン の 
(当社 基準 ) に 5 
で 
ゆとり の 滞在 


復路 直行 便利 用 ! 話題 の 国 カ ター ル へ 


(ドー ハー 成田 間 ) 


3 行 便利 用 デラ ックス クラ ス ホ テ ル に 3 


(2 て 4 日 目 / 当 社 基準 ) 


5 人 様 /2-3 名 1 室 利用 /10 月 ~ 12 月 出発 ) ※ 国 内 空港 施設 使用 回 
税 等 が 別途 必要 で す 。 ※ 燃 油 サ ー チ ャ ー ジ は か か り ま せん 。 
申請 に より 燃油 サー チャ ー ジ の 徴収 が あっ た 際 も 旅行 代金 の 変更 は あり ませ ん 。 


L 


海 治 い の 広大 な 公園 中 心 に ある 


が 見 られ る 


6 


7 


人 商品 コー ド : TI-LDE0001-HND 


連 泊 日 程 、@: 入 場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 車窓 観光 食事 / 宿 泊 


羽田 空港 に ご 集合 (21:00) 【 機 中 泊 】 


羽田 (00.05 て 01:00) 発 器 ( ド ー ハ 乗 継 ) 空路 、 カ イロ へ 
カイ ロ (10:35 て 11:55) 着 着 後 、 庫 昼食 へ 

午後 : 園 ( 約 2 時 間 ) 

2021 年 OPEN ! 但 エ ジ プ ト 国立 文明 博物 館 ( ミ イラ 室 含む ) 
観光 後 、 思 ギザ へ (20km/ 約 30 分 )【 呈 中] 同 外 【 ギ ザ 泊 】 


午前 : 出 左 開 障 2 
〇 階段 ピラ ミッ ド 、 〇 屈折 ピラ ミッ ド 、 〇 赤 の ピラ ミッ 
介 ウ ナス 王 の ピラ ミッ ド 


に て 


午後 : 恒 開 軒 較 
( 約 3 時 間 30 分 ) 但 ク フ 王 の ピラ ミッ ド 入 場 ( 注 1)、 

〇 スフィンクス 、 〇 ピラ ミッ ド パ ノ ラマ ポイ ント 

本 ナイ ル 川 ディ ナー クル ー ズ (別途 代金 ) 

華 記 3| 再 悦 劉 【 ギ ザ 泊 】 


天 届 0QS こ きす 


午前 : ( 約 3 時 間 ) 
2023 年 オー プン 予定 借 大 エジプト 博物 館 ( 約 3 時 間 / 注 2) 
を どう ぞ 


午後 : 計 カイ ロ へ (23km / 約 45 分 ) 

( 約 2 時 間 ) 但 ム ハン マ ド ア リモ スク 
スー パー マー ケッ ト へ 立ち 寄り ます 。 ( 約 40 分 ) 
同 ギ ザ へ (23km/ 約 45 分 ) 


(中 8 遼 悦 劉 【 ギ ザ 泊 】 


司空 港 へ カイ ロ 発 空路 ドー ハ へ 
( 約 60 分 ) 


を どう ぞ 
1| 蘭 外 【[ ド ー ハ 泊 】 


終日 : ( 約 8 時 間 ) 
介 力 ター ル 国 立 博物 館 . ス テー ト グ ラ ン ドモ スク 、 〇 コー 
ニッ シュ 、 〇 ル サ イ ルス タ ジ ア ム 、 〇 ザ ・ パ ー ル 、 〇 カタ ラ 地 区 ド 
全 自 動 ・ 無 人 運転 の ドー ハメ トロ 乗車 体験 3 
を お 召し 上 が りく だ さい 。 
臣下 3| 剛 司 留 【 ド ー ハ 泊 】 


EAA 用 UE 少し 歩く 還流 4 歩く 【 轄 計 43 … か な り 歩 く 


(条件 ) 賠 : カ ター ル 航 空 固 : シ ュ タ イ ゲ ン ベ ル ガ ー カ イロ ピラ ミッ ズ 等 
(ギザ ) 、 ベ スト ウェ スタ ンプ ラス ドー バハ 等 (ドーハ) 園 : 朝 5 昼 4 夕 5 (機内 
食 除く ) 園 : 同 行 贈 :10 名 

( 注 1) 修復 や 調査 な どの 為 、 ク フ モ ピ ラミ ッ ド が 閉鎖 され た 場合 は 他 の ビ 
ラミ ッ ド へ の ご 案内 と な り ます 。 ( 注 2) 状況 に 応じ て 考古 学 博物 館 へ ご 案 
内 する 可能 性 が ご ざい ます 。 移送 な どの 現地 事情 に より ツタ ンカ ー メ ン の 


司空 港 へ 
ドー 八 (06:40 て 07:15) 発 み (直行) 空路 、! 
羽田 (22:25 て 23:30) 着 着 後 、 解 散 


国 の 途 へ 


Ei 


全 自 動 ・ 無 人 運転 で 有名 な マス ク 等 が ご 覧 いた だ け な い 可能 性 も あり ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 
「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


青 の 街 


省 放 室 利用 /12 月 こ 2024 年 3 月 出発 ) ※ 
5 別途 必要 で す 。 ※ 燃 油 サ ー チ ャ ー ジ は か か り ま せん 。 
放 一 チャ ー ジ の 徴収 が あっ た 際 も 旅行 代金 の 変更 は あり ませ ん 。 


| 砂漠 の バラ と 呼ば れる 外観 に 和泊 2 
1 | 


国内 空 : 


ょ バ 


カタ ー ル 最大 の 市 場 


付近 の ホテ ル に 奏 泊 


城壁 で 囲ま れ た 上 旧 都 市 
卓 界 
國 i 


モロ ッ コ 名 物 や 
アラ ビア 料理 を 


タジン 鍋 ( イ メー ジ ) | 


眺め な が ら ミ ント ティ ー | 


日 程 、@: 入 場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 食事 / 宿 泊 


人 商品 コー ド : TI-MCM1000 


成田 (21:55) 発話 ( 乗 継 ) 空路 : カ サブ ラン カ へ 【 機 中 泊 】 


カサ ブラ ンカ (14:30) 着 着 後 、 軸 シャ ウエ ン へ 


包 【 シ ャ ウエ ン 泊 】 
午前 : ( 約 3 時 間 ) 
〇 メデ ィ ナ 、 〇 ハマ ン 広 場 ⑩⑭ グ ラン ドモ スク 
届 フ ェ ズ へ 羽 当 8] 剛 悦 久 【 フ ェ ズ 泊 】 
午前 : 右 陳 較 中 ( 約 1 時 間 ) 
諾 陳 障 礎 ( 約 30 分 ) 
〇 ムー レイ イス マイ ル 遍 、④ マ ンス ー ル 門 同 フ ェ ズ へ 
午後 : 画 較 ( 約 3 時 間 30 分 ) 


ブー イナ ニア 神学校 、 ヾ ブー ジュ ルー ド 門 、 〇 王宮 
〇 タン ネリ ( 革 な めし 職人 地区 )、 〇 カラ ウィ ン モ スク 
人 内 


呈 8] 織 賠 多 【 フ ェ ズ 泊 】 
出 エル フー ド へ 
途中 〇 イフ レン へ ご 案内 4WD に 分 乗 し 思 メ ルズ ー ガ へ 
【 呈 料 引 1 紀 同 久 【 メ ルズ ー ガ 泊 】 
早朝 : ( 注 1) 


局 エ ルフ ー ド へ その後 、 〇 トド ラ 渓 谷 へ ご 案内 
局 ワ ル ザ ザー ド へ 途中 、 バ ラ 製品 の お 店 へ ご 案内 
【 昨 引 1| 閥 屋外 【 ワ ル ザ ザー ド 泊 】 


午前 : 上 責 較 ( 約 1 時 間 ) 
届 マ ラ ケ シ ュ へ 途中 、 ア ル ガ ン オイ ル の お 店 へ ご 案内 
午後 : 男 陸 軒 ( 約 4 時 間 ) 


⑯ マ ジョ レル 庭園 、⑯ バ ヒア 宮殿 、 〇 クト ゥ ビア 、 〇 スー ク 、 
〇 ジャ マエ ルフ ナ 広 場 【 理 翌 3] 欄 属 多 [マラ ケシ ュ 泊 】 


恒 力 サブ ラン カ へ 

午前 : ( 約 20 分 ) 〇 ハッ サン 2 世 モ スク 
カサ ブラ ンカ (16:00) 発 (直行) ドーハ へ 

ドー 人 ハ ( 翌 01:00) 着 臣 41| 【 ド ー ハ 泊 】 


ロロ タニ 


前 : 自由 行動 

昼 : ( 約 7 時 間 ) 但 カ ター ル 国 立 博物 館 、 

〇 スー クワ キー フ 、 〇 ステ ー ト グラ ンド モス ク 、 〇 ル サ イ ルス 
タ ジ ア ム 、 〇 カタ ラ 地 区 途中 、 ド ー ハ メト ロ 乗 車体 験 へ 
夕食 後 、 シ ョ ッ ピ ング モー ル へ ご 案内 

司空 港 へ 蘭 到 3 剛 多 【 機 中 泊 】 


10 ドー 八 (02:00) 発 ヶ (直行 ) 空 路 、 帰 国 の 途 へ 
成 


EN3 肖 731 少し 歩く 【 衣 3E 引 … 歩 く 4 ヨ 3… か な り 歩 く 

(条件 ) 剛 : カ ター ル 航 空 、 固 : ホ テル - シ ャ ウエ ン 等 (シャ ウエ ン )、 レ スカ ル 
| 等 (フェ ズ )、 ヤ スミ ナ 等 (メル ズー ガ )、 ラ - バ ルム レ 等 (ワル ザ ザ ー ド ) 、 ル セ 
| ミラ ミス 等 (マラ ケシ ュ )、 ベ スト ウェ スタ ン プラ ス ドー 等 (ドー ハ ) 千 : 朝 7 

ジャ マ ・ エ ル ・ フ 易 を | 昼 5 タ 7( 機 内 食 除く ) 園 : 同 行 陣 :10 名 

2 を ) 天 価 な ど に より 朝日 を ど 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


(17:55) 着 着 後 、 解 散 


を お 楽し みく だ さい 。 


当 コ ー ス に つい て の 注意 事項 等 は 
「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


※ 写 真 は ず べ で イメ ー ジ で すず ヵ 
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"で 


2 さ 
異 文化 が 融け あい 刺激 が 生ま れる 色彩 豊か な 大 地 に 胸 が 眠 請 計 


_ 


モロ ッ ゴ 


マラ ケン ュ (ジャ マエ ル ・ フ ワナ 広場 ) 


世界 無形 遺産 に も な っ て いる 広場 。 様々 な 文化 が 交差 する この 場所 で は 、 モ ロッ コ の 代表 
的 な 大 道 芸 が 見 られ ます 。 夜 に は 屋台 で 広場 が 埋め 尽く され 、 熱 気 は 最高 潮 に 達し ます 。 


シャ ウツ エン 

山 の 頂 を 意味 する 「 シ ャ ウエ ン 」 は まる で お と ぎ 話 の 世界 に 迷い 込 

ん だ か の よう な 、 小 さく 可愛 らし い 「 青 い 町 」。 高台 か ら 見 渡す 町 
@ シ ャ ウエ ン の 景色 と 、 山 の 向こう に 夕日 が 沈む 美しい 夕焼け も 見 どこ ろ で す 。 


ヴォ ルビ リス 
@ 


る フェズ RY 
e フ に に ズ ス 
ク ネ ス 
カサ ブラ ンカ 建 都 以来 1.200 年 の 歴 
や や や 史 を 誇り モロ ッ コ で 初め て 
@ し レ 全 も) 1 
アイ ト ・ ベ ン ・ ハ ッ ド ウゥ ら サ かん) 。 AM WW 
隊商 交易 の 中 継 地 と し て 栄え た この 地 に は 、 強 @ マラケシュ 1.000 年 前 の 旧 市 街 を 歩 
固 な 此 で ある 「 カ スバ ] や 、 村 全体 が 要 寒 化 され So eS け ば 現代 か ら 中 世 ヘ タイ - 
た 「 ク サル 」 が 数 多く 建築 され まし た 。 その 中 で 、 (トペ の クッ ドウ ム ス リ ッ プ し た か の よう 。 
特に 有力 で あっ た ハ ド ゥ ー 族 が 築い た の が アイ ト ・ ワル ザ ザ ー ト メル ズー ガ の 
ベン ・ ハ ッ ド ゥ の 集落 で す 。 
2 aa ーー ーー = き 
メル ズー ガ 砂 丘 
カス バ 街 道 の オ アシ ス 都 市 


エル フー ド か ら 南 へ 50km ほ 
ど に ある 大 砂丘 。 太陽 の 位 
置 に よっ て 砂丘 の 色彩 が 変 
。 化し 、 特 に 日 の 出 ・ 落 日 頃 の 
風 太 は まさ に 夏 動 の 一 計 。 


る . 有名 な タジン や クス クス 
本 物 の 味 を どう ぞ ! 


" 元 モロ ッ コ な ら で は の か わい い 雑 貨 な ど 
ーーー お みや げに いか が で すか ? 


@ 色 だ け で な く 、 柄 も さま 


sr コ いっ > ce ロ 
の モロ ッ コ 伝統 の 革 の スリ ッ パ で す 。 デザ ざま に あり 自分 に 合っ  ⑳ モ ロッ コ の 職人 が 一 点 一 点 、 1 、 / 有 - こ 野 菜 や 魚や 
イン は 無地 か ら 可 愛らしい も の まで 多 た 品 を 探す の も 楽し い : 手作り し た ガラ ス 工 芸 品 で す 。 、  @ 肉 や 野菜 、 卵 な ど を タジン 鍋 で (イメ ー ジ ) り 入れ 鶏肉 を 煮 た も の を か 


意 込 む モ ロッ コ の 家庭 料理 。 た 甘い お 茶 。 け て 食べ る 料理 。 


種 多様 な の で お 土産 に お すす めで す 。 ひと と き と な り そ う で す 。 か わい い 柄 や 色 が 特徴 で す 。 


@ お 問い 合わ せ ・ お 申し 込み は … 
旅行 企画 ・ 実 施 観光 庁 長 家 登 録 旅行 業 第 724 号 


株 式 会 社 エイ チ ・ ア イ ・ エ ス 
〒105-6905 東京 都 港 区 虎ノ門 4-1-1 神谷 町 トラ スト タワ ー5 階 


弊社 の サー ビス 対応 に 関し まし て お 気づき の 点 、 ご 意見 等 ご ざい まし た ら 下 記 ま で ご 連絡 くだ さい 。 


(株 ) エイ チ ・ ア イ ・ エ ス お 客 様相 談 室 TEL.050-1742-9955 
(平日 10:00-18:30 土日 祝 は お 休み と させ て いた だ きま す ) 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 取引 に 関す る 責任 者 
で す 。 こ の 契約 に 関し 担当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 総 合 旅行 ? 
業務 取扱 管理 者 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


三 Na N 


、。 究 じ の 類 れ < zo zo24*3a 由 mama 
M に 時 123 こっ po Ni 
い 1 に マ い ya 細 ー NF | + 、 1 | 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利 用 /T-LAD2024 
人 @: 入 場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 


1 | 21:00: 羽田 空港 に ご 集 合 機 中 泊 
2 | 羽田 (00:05) 発 回 ( 乗 継 ) 空路 アテ ネ へ アテ ネ (15:05) 着 
多 玉 デ ネ 泊 ゅ 
08:30: ( 約 3 時 間 30 分 ) パル テ ノ ン 神 殿 の 建つ | と 
| 正四 産 @ ア クロ ポリ ス の 丘 、 〇 バナ シナ イコ スタ ジア ム 、O 〇 シン 2 
タグ マ 広 場 、 プ ラ カ 地 区 午後: 自由 行動 3 
由 アテ ネ 半 日 観光 (別途 代金 ) 団 了 2] 明 泊 
- 空港 嘆 税 お よび 宿泊 税 等 が 別途 必要 で す 。 燃油 サー チャ ー ジ 別途 4 08:00: 遇 ( 約 8 時 間 ) 
6 《2023 征 11 月 8 現在 )。 な お 、 今 変更 され る 場合 が あり ます 。 エギ ナ 島 、 ポ ロス 島 、 イ ドラ 島 開 司 | E41 | 宮寺 科 泊 
出発 まで 自由 行動 田 ス ニオ ン 岬 半日 観光 (別途 代 金 ) 
ep 5 | 14:00: 同 空港 へ 
UE アテ ネ (18.00) 発 (直行 ) ドバイ ( 翌 00:25) 着 同 R2N 大 泊 じ 
こ 四 り 
08:00: (終日 ) の 
ゆとり の ⑯ ブ ル ジ ュ ・ カ リフ ア 展 望 台 入場 ・ 写 真 ス ポッ ト 、 2 
6| 〇 アル ファ ヒデ ィ ( バ スタ キア ) 歴史 地区 、 〇 アル シー フ 、 還 
オプ ショ ナル ツア ー も 用意 ! 〇 ゴー ルド & ス パイ スス ー ク 、 〇 ドバイ モー ル 、 [ 
本 rm 「 ア ブラ 水上 タク シー」 乗 船体 験 朝 芝 | E ま 43 ド バイ 泊 
砂漠 サフ ァ リ (ドバイ ) | 終日 自由 行動 
7| 田 ア プ ダビ シェ イク ・ ザ イー ド ・ モ スク 入場 観光 (別途 代金 ) 
万 砂漠 サフ ァ リ & バ ー ベ キュ ー デ ィ ナ ー (別途 代金 ) 


21:30: 再 集合 後 、 届 空港 へ 志 機 申 泊 
8 ドバイ (02:55) 発 略 空路 、 帰 国 の 途 へ 
成田 (17:20) 着 着 後 、 解 散 
(条件 ) 剛 : エ ミレ ー ツ 航空 固 : ザ フォ リア 等 (アテ ネ )、 ア ラビ アン パー ク (ドバイ ) 
: 朝 5 昼 2 夕 (機内 食 除く ) 園 : 同 行 剛 :10 名 
( 注 1) ラ イト アッ プ は 時 期 や 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
( 注 2) エー ゲ 海 クル ー ズ は 天候 の 都合 に より 1 島 ま た は 2 島 の み 寄 港 と な る 場合 が あ 
り ま す 。 また 、 船 が 欠航 に な っ た 場合 は 代案 と し て ミケ ー ネ 遺 跡 観光 に ご 案内 し ます 。 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利 用 /TI-LDE0002 
@: 入場 観光 〇 : 下 車 ・ 外 観 観光 〇 : 車 窓 観光 


ラッ クス クラ ス ホ テ ル に 3 連 泊 
(ドー ハー 成田 間 


1| 成田 (21:55) 発 回 (ドー ハ 乗 継 ) 空路 、 カ イロ へ 機 中 泊 


カイ ロ (10:35) 着 着 後 、 男 昼食 へ 午後 : ( 約 2 時 
2 | 間 ) 2021 年 OPEN ! 旬 エ ジ プ ト 国立 文明 博物 館 ( ミ イラ 室 含む ) 
観光 後 、 負 ギザ へ (20km/ 約 30 分 ) 司 | タ | 1 ギザ 泊 


午前 : 選 本 界 遺 産 ( 約 3 時 間 30 分 ) 
〇 階段 ピラ ミッ ド 、 〇 届 折 ピラ ミッ ド 、 〇 赤 の ピラ ミッ ド 、 

代 ウ ナス 王 の ピラ ミッ ド 

3| 午後 : 本 界 遺 産 ( 約 3 時 間 30 分 ) 
ーー ーー 借 ク フ 王 の ピラ ミッ ド 入 場 、② ス フィ ンク ス 、 

ギザ の ピラ ミッ ド (イメ ニ ジ ) 1 ジ 〇 ピラ ミッ ド パ ノ ラマ ポイ ント 

ら - ーー = 本 ナイ ル 川 デ ィ ナ ー ク ルー ズ (別途 代金 ) 較 厨 翌 引 3) ギザ 泊 計 


天 税 の SG 人 す 


マン 。 の 2 > バ “ey プン ん = 6 ペン ゲ アー バス ルプ 2 | 午前 : ( 約 3 時 間 ) 
ー 2023 年 オー プン 予定 便 大 エジプト 博物 館 ( 約 3 時 間 ) 
生き れ た ル ・[ 4 を どう ぞ 
時 本 午後 : 負 カイ ロ へ (23km/ 約 45 分 ) ( 約 2 時 間 ) 
了 に EN 海 治 い の 広大 な 公園 中 心 に ⑯ ム ハン マ ド ア リモ スク 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト へ 立ち 寄り ます 。 ( 約 40 分 ) 
ある 軸 ギザ へ (23km/ 約 45 分 ) 剛司 ウタ | 2] 壮 二 泊 


2 


伝統 的 な カタ ー ル 建築 午前 : 同 空港 へ カイ ロ 発 空路 ドーハ へ 
様式 が 見 られ る 5| 午後: ( 約 60 分 ) 
B を どう ぞ 械 必 軸 1 ド 克 泊 
午前 : ( 約 8 時 間 ) 旬 カ ター ル 国 立 博物 館 、 
〇 ステ ー ト グラ ンド モス ク 、 〇 コー ニッ シュ 、 〇 ル サ イ ルス タ ジ ア ム 、 
6 | 〇 ザ ・ パ ー ル 、② カ タラ 地区 全 自 動 ・ 無 人 運転 の ドー ハメ トロ 乗車 体験 
を お 召し 上 が りく だ さい 。 
局 空港 へ 研 属 レ 機 中 泊 


7 ドー 八 (02:15) 発 回 空路 、 帰 国 の 途 へ 
成田 (17:55) 着 着 後 、 解 散 


(条件 ) 剛 : カ ター ル 航 空 較 : シ ュ タ イ ゲ ン ベ ル ガ ー カ イロ ピラ ミッ ズ 等 (ギザ ) 、 ベ ス 
トウ ェ ス タン プラ スドー ハ 等 (ドー ハ ) 園 : 朝 4 昼 4 夕 5 (機内 食 除 く ) 園 : 同 行 圏 : 
10 名 ( 注 1) 修 復 や 調査 な どの 為 、 ク フ モ ピ ラミ ッ ド が 閉鎖 され た 場合 は 他 の ビラ ミッ 
入場 へ の ご 案内 と な り ます 。 ( 注 2) 状況 に 応じ て 考古 学 博物 館 へ ご 案内 する 可能 性 
が ご ざい ます 。 移送 な どの 現地 事情 に より ツタ ンカ ー メ ン の マス ク 等 が ご 覧 いた だ け 
な い 可 能 性 も あり ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


ツタ ンカ ー メ ン 王 の 
黄金 の 秘宝 が 
収め られ る 


屋 


4 


Mi 


に 
(当社 基準 ) で の 
ゆとり の ラン チ を 含む 


「WEB ペ ー ジ 」 を ご 参照 くだ さい 。 


商品 コー ド : エ コノ ミー クラ ス 利 用 T-LIT2024 


@ : 入場 観光 〇 : 下車 ・ 外 観 観光 〇 : 車窓 観光 
成田 (10:15) 発 ヶ 還 鞭 思 空路 イス タン ブー ル へ 
1| イス タン ブー ル (18:00) 着 


往復 直行 便利 用 ! ( 成 還 ら ィ ス タン ブー ル 商 ) 


着 後 、 學 ブ プル サ の ホテ ル へ (196km/ 約 3 時 間 ) ブル サ 泊 
午前 : 便 有 界 遺産 ( 約 1 時 間 ) 
イエ シル モス ク 、@ ウ ル モ ス ク 


の ヒ p ) 本 za 回 2| 9 エフ ェ ソス へ (409km/ 約 4 時 間 ) 
と と ー う 3 im 午後 : 上 界 遺産 ( 約 1 時 間 30 分 ) 

JJDU 目 ドン る ]) 店 @ エ フェ ソス 過 中 

ご 観光 後 、 ク シャ ダス へ (20km/ 約 30 分 ) 剛司 区 32) クシ ャ ダス 泊 

金 / 大 人 | 人様 /2.3 名 1 室 利用 /1 月 ご 2 月 ) ※ 国 内 空港 施 ー ーー 

海外 空港 諸 税 、 航 空 会 社 の シス テム 手数 料 が 別途 必要 | | 前 : 凍 ア フロ ディ シア ス へ (162km/ 約 2 時 間 ) 
チャ ー ジ 別途 要 ( 目 案 ) : 98.000 円 (2023 世界 遺産 ( 約 1 時 間 ) 
計 な お 、 後 交 更 と な る 場合 が あり ます 。 3| 午後 : 塵 パム ッ カレ へ (70km/ 約 1 時 間 30 分 ) 
世界 遺産 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
@ 石 灰 棚 、@ ヒ エラ ボリ ス の 遺跡 開国 EX:1217W お ツア 泊 


午前 : 記 コン ヤ へ (394km/ 約 5 時 間 ) 


2023 年 に トル コ 共 和 国 建国 100 周 年 、2024 年 に は 
日 本 トル コ 外 交 関 係 樹立 100 周 年 を 迎え ます 。 


午後 : ( 約 1 時 間 ) 
エス キシ ェ ヒ ル 4| @ メ ヴ ラ ー ナ 博物 館 、 つ イン ジェ ミナ ー レ 神学 校 

ーー コ = ョ 印 カッ パ ド キ ア へ (238km/ 約 3 時 間 ) し 

ーー 較 必 | ク | 41 カツ パ ド ギ キア 泊 | ゆ 
早朝 : 田 気球 か ら 見 る カッ パ ド キ ア ( 要 別 途 代金 ) 

| 生前 : 腸 避 ( 約 6 時 間 ) 

カイ マク ル 地 下 都 市 、@ パ シャ バー、@ ギ ョ レ メ 野 外 博物 館 、 上 
〇 ウチ ヒサ ル 開局 | DE34:13| カツ パパ ド キア 泊 
午前 : 肛 界 遺 攻 ( 約 1 時 間 ) 


⑨ ラ クダ 岩 、 三 姉妹 の 岩 と トル コ 石 店 へ も ご 案内 

届 アン カラ へ (341km/ 約 4 時 間 ) 

午後 : 念 肛 界 遺 片 ゴル ディ オン 遺跡 ( 約 1 時 間 ) 

その 後 、 還 エス キシ ェ ヒ ル へ (155km/ 約 2 時 間 ) 

赤 司 | タ WW 玉 3: 1 | 正 ス キジ ェ ヒ ピル 泊 
午前 : ( 約 45 分 ) 
⑯ オ ドゥ ン パ ザル 近代 美術 館 < 半 記 久 応 臣 E3EIESEE4l7 り EE 移 
7| 店 イス タン ブー ル へ (305km/ 約 4 時 間 ) 

午後 : 豚 界 遺産 ( 約 2 時 間 ) 

〇 オベリスク 、 ブ ルー モス ク 圏 同 342] 了 ス タン ブー ル 泊 
終日 : 腸 界 遺産 ( 約 6 時 間 ) 

呈 ボ スポ ラス 海峡 クル ー ズ 、 旬 グラ ンド バザー ル 、 

W スレ イマ ニ エ モ スク 、 旬 地 下 宮 殿 、 但 ト プ カ プ 宮 殿 (ハレ ム 含む) 、 
きま バシ ャ バー 地 区 (イメ ニ ジ ) 』 人 @ ア ヤ ソ フィ ア 朝 悦 了 多 :3」 了 スタ ンプ ブー テル 泊 
午前 : ( 約 2 時 間 ) 

(9 に 2 と た ます 当 を トル コ 共 和 国 建国 100 周 年 ポイ ント 

9| 11:30: 過 空港 へ 

イス タン ブー ル (15:20) 発 回 空路 、 帰 国 の 途 へ 

商 【 蜂 対 引 1 機 中 泊 


日 本 人 の 建築 家 が 設計 し た 新た な 美術 館 。 木 が 
多用 され た 館内 は 、3 フ ロア 構造 に な っ て いま す 。 


アタ テュルク 初代 大 統領 が 大 統領 官邸 と し て 
使用 し て いた 、 豪 華 な 内 装 で も 有名 な 宮殿 。 


軸 


較 


天 身 い S さ ( 


10| 成田 (08:30) 着 着 後 、 解 散 


(条件 )》 碗 : タ ー キ ッシュ エア ライ ンズ 了 圏 : ユ ー ロ パー ク 等 (ブル サ ) 、 ル ・ ブ ル ホ テル 
等 (クシ ャ ダス ) 、 バ パム テル マル (パム ッ カ レ ) 、 ウ チ ヒ サ ル ・ カ ヤ ホ テル 等 洞窟 ホテ ル ( カ 

- ッ パ ドキ ア ) 、 ア ネモ ン ホ テル (エス キシ ェ ヒ ル ) 、 ト リッ プ バイ ウイ ンダ ム バス ン エク 
L _] スプ レス 等 (イスタンブール) 園 : 朝 8 昼 7 タ 7 (機内 食 除く ) 園 : 同 行 贈 :15 名 


ピ デ (トル コ 風 ビザ ) 


その 他 の 宿泊 も 全都 市 
デラ ックス クラ ス ホ テ ル 
(当社 基準 ) に 宿泊 。 


旅行 企画 ・ 実 施 観光 店 長官 登録 旅行 業 第 724 号 JATA 正会員 @ お 問い 合わ せ ・ お 申し 込み は … 


株 式 会 社 エイ チ ・ ア イ ・ エ ス 


〒105-6905 東京 都 港 区 虎ノ門 4-1-1 神谷 町 トラ スト タワ ー5 階 
弊社 の サー ビス ・ 対 応 に 関し まし て お 気づき の 点 、 ご 意見 等 ご ざい まし た ら 下 記 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
(株 ) エイ チ ・ ア イ ・ エ ス お 客 様 相談 室 TEL.050-1742-9955 

(平日 10:0018:30 土 * 日 ・ 祝 は お 休み と させ て いた だ きま す ) 

総合 旅行 業 務 取 扱 管理 者 と は お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 取引 に 関す る 責任 者 


で す 。 こ の 契約 に 関し 担当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 総 合 旅行 
業務 取扱 管理 者 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


